
この島のあんしん・あんぜん白書
（ 年度版）

～ 安心・安全な沖縄県を目指して ～



世界中で猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、わたしたちの生活や経済
は深刻な影響を受け、今なお困難な状況は続いています。

年度版の本白書においては、「交通安全」、「防災」、「防犯」、「健康」の観点より、行
政や関係機関等から公表されているデータを基に、わたしたち沖縄県の現状を『客観的に知る』
ための資料として作成しました。
「交通安全」においては、新型コロナウイルス感染症対策として社会活動が制限された影響等
もあり、交通事故発生件数や交通事故による死者数は減少傾向にあるものの、依然として交
通事故に占める飲酒絡み人身事故の割合は全国的にみても高い水準にあり、抜本的な対策
が求められます。このような状況を重く受け止め、大同火災では飲酒運転根絶に向けた啓発を
図ることを目的として、「飲酒運転根絶に向けた座談会」を開催しました。
「防災」においては、沖縄県の「今後 年間で震度 弱以上の揺れに見舞われる確率」が決
して低くないことを認識し、「大地震と台風は必ずやってくる」との認識のもと、平時からの備えを万
全にしておくことが肝要です。
「防犯」においては、新型コロナウイルス感染症対策として社会活動が制限された影響等もあり、
刑法犯の認知件数は減少しているものの、テレワーク勤務の推進や各種取引・手続きにおける
非対面・非接触化の動きを受け、サイバー空間における犯罪の脅威はこれまで以上に深刻な情
勢となっています。
「健康」においては、沖縄県は男女ともに 歳～ 歳のいわゆる「働き盛り世代」の死亡率が
他都道府県と比べて高く、その要因として考えられる生活習慣病への対策は県全体の重要課
題となっています。
本白書をとおして、沖縄県民の皆様が個人の立場、家庭での立場、学校や職場での立場、
地域での立場など、さまざまな立場において「交通安全」、「防災」、「防犯」、「健康」について振
り返り、今後について考える契機としていただければ幸いです。
当社は「この島の損保。」として、沖縄県民の皆様へ損害保険、生命保険のご提供をとおして
「あんしん・あんぜん」をお届けするとともに、「安心・安全な沖縄県」の実現に向けて、引き続き関
連情報の発信や関係機関等と連携した取り組みを推進してまいります。

年（令和 年） 月
業務部あんしん・あんぜん企画推進課

はしがき
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第１章 交通安全
１．概要

交通事故の発生状況（ 年） ～５

☞発生件数は 年連続で減少
☞死者数は統計上最も少ない数

人⇒ 人（▲ 人）

全国

☞発生件数は 年連続で減少
☞死者数は統計上 番目に少ない数

人⇒ 人（ 人）

沖縄県

飲酒絡みの人身事故（ 年） ～

☞発生件数は減少傾向
☞事故全体に占める構成割合 ％
☞死亡事故に占める構成割合 ％

全国

☞発生件数は対前年比で増加
☞事故全体に占める構成割合 ％
（全国の約 倍・ワースト 位）

☞死亡事故に占める構成割合 ％
（全国の約 倍・ワースト 位）

沖縄県

高齢者の事故（ 年）

☞死者全体に占める構成割合 ％
（前年比＋ ポイント）

全国

☞死者全体に占める構成割合 ％
（前年比＋ ポイント）

沖縄県

二輪車の事故・若年者の事故・その他（ 年） ～

☞死者全体に占める二輪乗車中死
者の構成割合 ％
（前年比▲ ポイント）
☞歩行中の死者数は減少
☞横断歩道横断中の死者数はおお
むね横ばい（ 人⇒ 人）

☞信号機のない横断歩道での車の一
時停止率 ％

全国

☞死者全体に占める二輪乗車中死
者の構成割合 ％
（前年比 ポイント・ワースト 位）
☞若年者関連の事故件数は増加
（前年比 件）

☞若年者の死者数全体に占める二輪
乗車中の死者数が多い

☞信号機のない横断歩道での車の一
時停止率 ％（トップ長野 ％）

沖縄県
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第１章 交通安全
２．交通事故の状況
（１）全国の交通事故発生状況の推移（指数）

☞全国では、自動車保有台数は増加傾向にあるものの、人口や運転免許保有者数の減少など
もあり、交通事故発生件数は 年連続で減少しています。

☞ 年の交通事故による死者数（ 人）は統計上最も少ない数となっています。

※上記グラフの指数は、 年を とした場合の各年の値。

出典：警察庁 「事故発生状況の推移」「運転免許統計（令和 年）」より弊社作成
出典：総務省 「人口推計（ 年 月報）」より弊社作成
出典： 「自動車保有車両数」より弊社作成
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第１章 交通安全
２．交通事故の状況
（２）沖縄県の交通事故発生状況の推移（指数）

☞沖縄県では、人口、自動車保有台数、運転免許保有者数が年々増加していますが、交通
事故発生件数は 年連続で減少しています。

☞ 年の交通事故による死者数（ 人）は昨年より 人増加となり、人口 万人当たり
では全国 番目（ 人）となっています。

※上記グラフの指数は、 年を とした場合の各年の値。

出典：沖縄県警察 「令和 年版交通白書ダイジェスト」より弊社作成
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第１章 交通安全
２．交通事故の状況
（３）交通事故に占める飲酒絡み人身事故の件数推移

☞全国では飲酒絡みの人身事故は減少傾向となっていますが、 年の沖縄県は前年比 件
（ 件）となりました。
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（４）交通事故に占める飲酒絡み人身事故の構成率推移
☞沖縄県の 年は２年振りにワーストとなり、構成率 ％は全国平均（ ％）と比較し
て約 倍高い状況です。

出典：沖縄県警察 「令和 年版交通白書ダイジェスト」より弊社作成
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出典：警察庁 「道路の交通に関する統計」より弊社作成
出典：沖縄県警察 「令和 年版交通白書ダイジェスト」より弊社作成
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第１章 交通安全
２．交通事故の状況
（５）死亡事故に占める飲酒絡み人身事故件数の推移

☞全国では死亡事故に占める飲酒絡みの人身事故は減少傾向となっていますが、沖縄県は 年
以降で増加傾向となっています。

（６）死亡事故に占める飲酒絡み人身事故の構成率推移
☞沖縄県の 年は ％で 年振りにワーストとなっています。全国平均（ ％）と比較して
約 倍高い状況です。
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出典：沖縄県警察 「令和 年版交通白書ダイジェスト」より弊社作成

沖縄県

全国平均

ワースト順位

＜ 全国 ＞

死亡事故件数
飲酒絡み死亡事故件数

（件）（件）（件） （件） ＜ 沖縄県 ＞

死亡事故件数
飲酒絡み死亡事故件数
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出典：沖縄県警察 「 ～ 交通事故情報」より弊社作成
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第１章 交通安全
２．交通事故の状況
（７）全国の高齢者（ 歳以上）死者数の推移

☞全国の交通事故死者数は減少傾向にありますが、死者数全体に占める高齢者（ 歳以上）
の割合は増加傾向にあります。
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（８）沖縄県の高齢者（ 歳以上）死者数の推移
☞沖縄県の交通事故死者数全体に占める高齢者（ 歳以上）の割合は全国平均を下回っ
ていますが、全国と同様に増加傾向となっています。

出典：沖縄県警察 「令和 年版交通白書ダイジェスト」より弊社作成

出典：警察庁 「令和 年中の交通事故死者について」より弊社作成
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第１章 交通安全
２．交通事故の状況
（９）死者に占める二輪車乗車中死者の構成率の推移

☞沖縄県の 年は ％で全国平均（ ％）の約 倍高く、全国で 番目に高い
状況です。
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（ ）若年者（ 歳～ 歳）の人身事故の発生推移（沖縄県）
☞ 年の若年者関連（第 ・第 当事者に該当）事故発生件数および死者数ともに前年
より増加しています。

☞死者数に占める二輪車乗車中の死者数の割合が高い状況が続いています。
（人）

出典：沖縄県警察 「令和 年版交通白書ダイジェスト」より弊社作成

出典：沖縄県警察 「令和 年版交通白書ダイジェスト」より弊社作成
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第１章 交通安全
２．交通事故の状況
（ ）歩行中死者数の推移（全国）

☞全国の歩行中死者数（第 ・第 当事者）は減少傾向となっていますが、「横断歩道横断中」
の死者数はおおむね横ばいで推移しています。
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☞ 「横断歩道横断中」の事故における法令違反別死者数では、歩行者において「違反なし」が
約 ％を占めています。

横断歩行者妨害等
人

交差点安全進行義務 人

安全不確認 人

前方不注意 人

信号無視 人

その他の安全運転義務 人
その他 人 ％

＜車両等の法令違反別死者数＞

違反なし 人

信号無視 人

その他 人 ％

＜歩行者の法令違反別死者数＞

出典：警察庁 「令和 年における交通事故の発生状況等について」より弊社作成

計 人 計 人

☝「 年信号機のない横断歩道における車の一時停止率（ 調査）」によると、沖縄県の
停止率は ％と全国平均 ％を上回っていますが、最も高い長野県（ ％）の
分の 以下にとどまっています。 出典： 「信号機のない横断歩道実態調査」より
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第１章 交通安全
３．交通安全の取り組み

沖縄県においては、運転免許保有者数および車両保有台数、高齢者人口の増加や生活様式の
多様化などから、今後も高齢歩行者や高齢運転者による事故、飲酒絡み事故、二輪車乗車中の
事故などが高い比率で発生することが懸念されています。
このような状況下において、沖縄県交通安全推進協議会では「令和 年度交通安全運動実施基
本方針」を策定し、以下の年間重点事項を中心として官民一体となった効果的かつ積極的な交通
安全活動の取り組みを推進しています。

令和 年度交通安全運動実施基本方針

期 間 ： 令和４ 年 月 日から 令和 年 月 日
年間スローガン 「交通安全 守礼の邦 人も車も ゴールドメダル ～美ら島 ～」
主 唱 ：沖縄県交通安全推進協議会
年間重点事項 ：

 飲酒運転の根絶及び危険運転の防止
 二輪車の交通事故防止（無謀な運転の防止・マナーアップの推進）
 子供と高齢者を始めとする歩行者の安全の確保
 高齢運転者の交通事故防止

運動日 運動の名称
毎月 日 交通安全県民の日
毎月 日 飲酒運転の根絶運動の日
毎月 日 県民交通事故０の日
月 日、 月 日 交通事故死ゼロを目指す日
月 日 バイクの日
毎月 日、 日 ノーマイカーデー

通年
「飲酒運転根絶運動」、「全ての座席のシートベルトとチャイルドシート・
ヘルメットの正しい着用推進運動」、「二輪車の交通事故防止運動」、
「車線を守ろう運動」

別途定める期間 「春の全国交通安全運動」、「夏の交通安全県民運動」、「秋の全国
交通安全運動」、「年末・年始の交通安全県民運動」
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確
認
し
、
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
た
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
の
現
状
に
つ
い
て

【
上
間
】�

2
0
0
9
年
10
月
に
「
沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」
が

制
定
さ
れ
12
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
官
民
を
あ
げ

た
取
り
組
み
に
よ
り
飲
酒
運
転
に
関
し
て
は
改
善
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
が
、
2
0
2
1
年
（
令
和
3
年
）
の
飲
酒
絡
み

人
身
事
故
に
お
い
て
沖
縄
県
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
に
逆
戻

り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
飲
酒
運
転
の
現
状

を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
沖
縄
県
警
の
「
飲
酒
運
転
根
絶
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
令
和

4
年
）」
に
よ
る
と
、
2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
の
沖
縄
県

の
飲
酒
運
転
検
挙
件
数
は
1
，
1
8
9
件
で
、
こ
れ
を
人

口
1
，
0
0
0
人
当
た
り
の
検
挙
件
数
で
比
較
す
る
と
全

国
平
均
は
0
・
16
件
、
九
州
平
均
は
0
・
29
件
、
沖
縄
県
は

0
・
86
件
と
な
り
、
沖
縄
県
は
九
州
平
均
の
約
2
・
9
倍
、

全
国
平
均
の
約
5
・
4
倍
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、「
飲
酒
絡
み
の
人
身
事
故
発
生
件
数
」、「
飲

酒
絡
み
の
死
亡
事
故
発
生
件
数
」
の
推
移
を
み
る
と
、

2
0
0
8
（
平
成
20
）
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、

2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
は
双
方
と
も
前
年
比
で
増
加
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
を
構
成
率
で
見
て
み
る
と
、
沖
縄
県
の
「
人
身
事
故

に
占
め
る
飲
酒
絡
み
事
故
の
構
成
率
」
は
、
過
去
に
27
年
連

続
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
の
時
期
が
あ
り
、
そ
の
後
ワ
ー
ス
ト

を
脱
却
し
た
も
の
の
、
2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
は
2
年
振

り
に
ワ
ー
ス
ト
1
位
へ
逆
戻
り
し
ま
し
た
。

　
飲
酒
運
転
は
沖
縄
県
の
み
な
ら
ず
全
国
的
な
社
会
課
題
で 〈進行役：上間氏〉

開
催
日
時
：
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
6
月
14
日
（
火
）
10
：
30
～
12
：
00
　

開
催
場
所
：
大
同
火
災
本
社
11
階
応
接
室

参
加
者
　：
安
里
昌
利
氏
　（元
沖
縄
県
公
安
委
員
長
、
沖
縄
県
交
通
安
全
協
会
連
合
会
会
長
）

	

山
城
ヒ
ロ
子
氏
（
元
沖
縄
県
議
会
議
員
、
元
八
重
山
地
区
交
通
安
全
協
会
会
長
）

	

大
城
辰
男
氏
　（前
沖
縄
県
警
察
交
通
部
長
、
大
同
火
災
営
業
企
画
推
進
部
顧
問
）

	

山
城
俊
夫
氏
　（日
本
損
害
保
険
協
会
沖
縄
支
部
委
員
長
、
大
同
火
災
常
務
取
締
役
）

	

（
オ
ブ
ザ
ー
ブ
）
照
屋
勝
則
（
大
同
火
災
交
通
安
全
指
導
担
当
課
長
）

	

（
進
行
役
）
　
　上
間
優
　（大
同
火
災
取
締
役
会
長
、
那
覇
地
区
交
通
安
全
協
会
会
長
）

	
	

※
記
載
の
役
職
名
は
開
催
日
当
時
の
も
の
と
な
り
ま
す
。

全
国

ワ
ー
ス
ト
1
位

脱
却
に
向
け
て

左から
山城俊夫氏、安里昌利氏、山城ヒロ子氏、上間優氏、大城辰男氏、照屋勝則氏
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も
あ
り
、こ
れ
ま
で
各
地
で
発
生
し
た
悲
惨
な
事
故
を
受
け
、

関
係
法
令
も
強
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
飲
酒
運

転
罰
則
強
化
の
流
れ
を
大
城
さ
ん
か
ら
ご
説
明
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
大
城
】�
先
の
「
飲
酒
運
転
根
絶
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
令
和
4
年
）」

に
も
詳
細
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、
1
9
9
9
（
平
成
11
）
年

に
東
名
高
速
道
路
で
飲
酒
運
転
の
ト
ラ
ッ
ク
が
家
族
旅
行
帰

り
の
車
に
衝
突
し
て
女
児
2
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
に
は
福
岡
市
で
一
家
5
人
が
乗
っ

た
車
が
飲
酒
運
転
の
車
に
追
突
さ
れ
3
人
の
子
ど
も
が
死
亡

す
る
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
飲
酒
運
転
に
よ
る
痛
ま

し
い
事
故
を
受
け
、
そ
の
度
に
関
係
法
令
の
見
直
し
が
行
わ

れ
罰
則
が
強
化
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
罰

則
が
強
化
さ
れ
て
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
2
0
2
1
（
令
和

3
）
年
の
県
内
飲
酒
運
転
検
挙
件
数
は
1
，
1
8
9
件
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り

組
み
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
に
つ
い
て

【
上
間
】�

そ
れ
で
は
こ
こ
か
ら
は
「
沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」
の

制
定
に
ご
尽
力
さ
れ
た
お
三
方
に
お
話
を
お
伺
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
制
定
当
時
、
ど
の
よ
う
な
立
場
で
関
わ
ら
れ
た

の
か
や
、
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
想
い
な
ど
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。そ
れ
で
は
安
里
さ
ん
か
ら
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
安
里
】�

私
は
2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
に
公
安
委
員
会
の
委
員
を

拝
命
し
、
3
期
9
年
間
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
同
委
員

は
3
名
で
構
成
さ
れ
3
年
ご
と
に
輪
番
制
で
委
員
長
を
務
め

る
の
で
す
が
、
私
が
委
員
長
だ
っ
た
2
0
0
6
（
平
成
18
）

年
8
月
に
先
の
福
岡
市
に
お
け
る
飲
酒
運
転
事
故
が
発
生

し
、
全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、

沖
縄
県
は
飲
酒
絡
み
人
身
事
故
に
お
い
て
連
続
全
国
ワ
ー
ス

ト
1
位
の
状
況
で
し
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

の
機
運
が
高
ま
り
、
同
年
、
公
安
委
員
会
か
ら
県
警
へ
「
条

例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
県
警
は
条

例
制
定
に
積
極
的
に
動
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
県
警

に
お
け
る
条
例
担
当
者
が
大
城
さ
ん
で
、
他
県
の
先
行
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
条
例
案
の
策
定
に
尽
力
頂
き
ま
し
た
。

条
例
制
定
ま
で
の
間
、
各
界
20
名
程
の
専
門
家
か
ら
成
る
有

識
者
懇
談
会
が
4
回
開
催
さ
れ
、
多
く
の
有
識
者
の
皆
さ
ん

か
ら
も
条
例
の
必
要
性
に
対
す
る
ご
意
見
が
あ
が
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
県
警
と
県
と
の
調
整
が
難
航
し
条
例
制
定

は
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
公

安
委
員
は
当
時
の
副
知
事
を
訪
れ
条
例
制
定
の
お
願
い
を
し

た
の
で
す
が
、
そ
の
後
も
な
か
な
か
進
展
が
み
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
沖
縄
県
議
会
議
員
で
交
通
安
全

に
造
詣
が
深
い
山
城
ヒ
ロ
子
（
旧
辻
野
ヒ
ロ
子
）
先
生
へ
、

県
警
大
城
さ
ん
を
介
し
て
「
議
員
立
法
に
よ
り
条
例
を
制
定

で
き
な
い
か
」
を
ご
相
談
し
ま
し
た
。

　
結
果
、
私
が
公
安
委
員
長
を
務
め
て
い
た
2
0
0
9
（
平

成
21
）
年
9
月
、
条
例
制
定
の
話
が
出
て
か
ら
約
3
年
か
か

り
ま
し
た
が
、
山
城
（
旧
辻
野
）
先
生
を
は
じ
め
関
係
各
位

の
ご
尽
力
に
よ
り
「
沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」
が
議
員

立
法
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
条
例
の
制
定
後
も
「
飲
酒
絡
み
人
身
事
故
の
構
成
率
」

は
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
が
続
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
身
を
み

て
み
る
と
全
国
平
均
と
沖
縄
県
の
差
は
着
実
に
縮
小
し
て
き

て
お
り
、
こ
れ
は
条
例
制
定
の
効
果
と
し
て
評
価
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
本
条
例
に
罰
則
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
及
び
県
民
一

人
ひ
と
り
の
責
務
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
経
済
界
に

身
を
置
く
立
場
か
ら
、
特
に
条
例
第
6
条
（
事
業
者
等
及
び

事
業
者
団
体
の
責
務
）
の
条
文
は
県
内
企
業
お
よ
び
そ
の
経

営
者
へ
「
飲
酒
運
転
防
止
」
を
訴
え
る
影
響
は
大
き
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
上
間
】�

貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
続
い
て
、
今
お
話

が
あ
っ
た
議
員
立
法
で
の
条
例
制
定
に
関
し
て
、
当
時
県
議 〈安里氏〉

〈出典：沖縄県警察「飲酒運転根絶活動マニュアル（令和4年）」より〉

〈人身事故に占める飲酒絡み事故の構成率〉
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会
議
員
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
た
山
城
ヒ
ロ
子
さ
ん
か
ら
お
話

を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
山
城
（��

ヒ
）】
私
は
県
議
会
議
員
と
し
て
「
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」

の
制
定
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、
議
員
に
な
る
前
は
大
同
火
災

で
30
年
余
勤
務
し
、
交
通
事
故
の
加
害
者
・
被
害
者
と
接
す

る
中
で
交
通
事
故
の
悲
惨
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
も
あ
り
、
P
T
A
や
婦
人
会
の
役

員
と
し
て
地
域
活
動
に
も
取
り
組
む
中
、
特
に
「
交
通
安
全

活
動
」
に
は
力
を
注
ぎ
、
現
在
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
さ
て
、
私
が
石
垣
市
議
会
議
員
だ
っ
た
1
9
9
8
（
平

成
10
）
年
の
元
旦
に
、
初
日
の
出
を
見
に
行
っ
た
高
校
生
が

飲
酒
運
転
で
事
故
を
起
こ
し
、
4
人
の
尊
い
若
い
命
が
失
わ

れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
4
人
の
告

別
式
に
参
列
し
た
際
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
を

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
議

と
し
て
交
通
安
全
対
策
に
関
す
る
各
種
提
言
を
行
う
中
、「
石

垣
市
交
通
安
全
条
例
」
を
提
案
し
、
2
0
0
3
（
平
成
15
）

年
3
月
に
県
内
市
町
村
で
は
初
と
な
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
条
例
を
実
効
性
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
石
垣

市
か
ら
県
警
へ
指
導
担
当
職
員
の
出
向
を
お
願
い
し
、
そ
の

出
向
者
と
し
て
赴
任
し
た
の
が
大
城
さ
ん
で
し
た
。
当
時
、

県
警
か
ら
県
内
市
町
村
役
場
へ
の
出
向
者
は
初
め
て
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
大
城
さ
ん
に
は
2
年
間
、
石
垣
市
役
所
で
交

通
安
全
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
防
犯
関
連
の
取
り
組
み
な
ど
幅

広
く
貢
献
頂
き
ま
し
た
。

　
2
0
0
4
（
平
成
16
）
年
に
県
議
会
議
員
と
な
り
、
当
初

は
沖
縄
県
で
も
石
垣
市
の
よ
う
な
交
通
安
全
条
例
を
制
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
飲
酒
運
転
絡
み
人
身
事
故
が

全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
を
更
新
し
続
け
て
い
た
危
機
的
状
況
を

踏
ま
え
、
飲
酒
運
転
対
策
に
焦
点
を
あ
て
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
8
月
の
福
岡
市
で
の
飲
酒
運
転

事
故
を
受
け
て
飲
酒
運
転
根
絶
の
機
運
が
高
ま
り
、
沖
縄
県

に
お
い
て
も
各
界
、
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
な
い
た

め
に
も
条
例
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、2
0
0
7（
平

成
19
）
年
10
月
県
議
会
で
県
当
局
へ
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
の

制
定
に
向
け
た
議
題
の
上
程
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
条

例
制
定
に
関
し
て
県
と
県
警
が
議
論
し
て
い
た
も
の
の
、
県

当
局
は
道
路
交
通
法
な
ど
の
罰
則
の
あ
る
法
律
が
あ
る
こ
と

か
ら
制
定
に
は
慎
重
な
姿
勢
で
し
た
。

　
県
警
と
県
当
局
と
の
調
整
が
難
航
す
る
中
、
県
警
か
ら
の

相
談
を
受
け
条
例
の
議
員
提
案
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
2
0
0
8
（
平
成
20
）
年
12
月
、
県
議
会
の
各
派
代
表

者
会
の
場
で
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定
の
理
解
を
求
め
、

2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
5
月
に
各
派
代
表
者
会
の
付
託
を

受
け
た
検
討
小
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
県
警
の
協
力
を
得
て
先
進
県
で
あ
る
宮
城
県
へ
の
視
察
調

査
や
同
じ
く
先
進
県
で
あ
っ
た
大
分
県
、
山
形
県
の
条
例
を

勉
強
し
て
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
の
素
案
を
策
定
し
、
同
年
5

月
28
日
の
委
員
会
へ
提
示
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
「
県
民
の
権
利
や
義
務
を
縛
る
条
例
制
定
に

は
慎
重
な
姿
勢
が
必
要
だ
」「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
対
策

強
化
が
必
要
」「
条
例
を
制
定
す
る
議
員
に
は
責
任
が
伴
う
」

な
ど
、
毎
回
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
て
、
私
は
同
委
員
会
の

副
委
員
長
と
し
て
県
警
、
県
当
局
、
議
会
事
務
局
、
各
議
員

と
の
調
整
に
あ
た
り
ま
し
た
。
奇
し
く
も
当
時
の
県
警
担
当

者
が
こ
れ
ま
た
大
城
さ
ん
だ
っ
た
た
め
、
毎
回
、
い
ろ
い
ろ

ご
相
談
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
当
初
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
2
0
0
9
（
平
成
21
）

年
6
月
で
の
制
定
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
計
8
回
の
議

論
を
経
て
同
年
9
月
の
小
委
員
会
お
よ
び
本
議
会
に
て
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
、
2
0
0
9
（
平
成
21
）
年
10
月
1
日
付

で
「
沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
条
例
の
制
定
を
受
け
、
当
時
公
安
委
員
長
だ
っ
た
安
里
さ

ん
を
は
じ
め
多
く
の
県
民
の
皆
様
か
ら
も
激
励
の
お
手
紙
や

お
言
葉
を
頂
き
、「
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
た
条
例
だ
っ

た
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
多
く
の
関
係

者
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
お
蔭
で
条
例
制
定
が
実
現
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

【
上
間
】�

当
時
、
飲
酒
運
転
関
連
の
条
例
と
し
て
は
全
国
で
4
番
目
と

い
う
こ
と
で
、
沖
縄
県
の
悪
し
き
慣
習
に
正
面
か
ら
取
り
組

ま
れ
た
こ
と
に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。
次
に
、
条
例
制

定
時
、
県
警
職
員
と
し
て
ご
尽
力
さ
れ
た
大
城
さ
ん
か
ら
お

話
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
城
】�

私
が
交
通
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
本
部
警
察
署
の
交

〈山城ヒロ子氏〉

〈
出
典
：
沖
縄
県
警
察
〉

〈飲酒運転根絶活動マニュアル〉
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通
課
長
と
し
て
赴
任
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
こ
で
初
め

て
取
り
扱
っ
た
交
通
死
亡
事
故
が
飲
酒
絡
み
で
し
た
。
警
察

署
で
亡
く
な
ら
れ
た
被
害
者
ご
家
族
の
手
を
握
り
な
が
ら
死

亡
さ
れ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
時
の
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。
あ
の
時
、「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
な
く
さ
な
い
と

い
け
な
い
」
と
痛
感
し
、
そ
れ
が
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
わ
る

ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
警
本
部
で
暴
走
族
対
策
や
石
垣
市
へ
の
出

向
な
ど
交
通
分
野
に
携
わ
る
中
、
交
通
企
画
担
当
だ
っ
た

2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
8
月
25
日
、
先
の
福
岡
市
で
の
飲

酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
と
、
実
は
同
じ
日
に
沖
縄
県
で
も

伊
平
屋
村
で
飲
酒
運
転
に
よ
り
路
上
で
寝
て
い
た
職
場
同

僚
を
ひ
い
て
死
亡
さ
せ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
当
時
私
は
安
里
さ
ん
が

委
員
長
を
務
め
る
沖
縄
県
公
安
委
員
会
か
ら
の
意
向
を
踏
ま

え
、
飲
酒
運
転
に
関
す
る
条
例
制
定
の
特
命
担
当
と
な
り
ま

し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
条
例
づ
く
り
は
初
め
て
だ
っ
た
た
め
試
行
錯
誤

の
連
続
で
し
た
。
先
進
県
の
条
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
沖

縄
県
に
あ
っ
た
条
例
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
条
文
な
ど
の
専
門
知
識
は
な
か
っ
た
た
め
、
以
前
、

沖
縄
市
で
暴
走
族
条
例
を
制
定
し
た
際
に
委
員
会
で
ご
一
緒

し
た
前
津
榮
健
先
生
（
現
沖
縄
国
際
大
学
理
事
長
・
学
長
）

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
先
生
の
も
と
へ
何
度
も
通
い
ご
指

導
頂
き
ま
し
た
。
前
津
先
生
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
警
主
導
と
は
言
え
県
民
の
意
見
や
意
志
を
取
り
入
れ
る

必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
弁
護
士
や
大
学
教
授
、
医
師
な

ど
22
名
か
ら
成
る
有
識
者
懇
談
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
懇
談

会
は
計
4
回
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
か
ら
飲
酒
運
転
に
特

化
し
た
条
例
の
必
要
性
に
つ
い
て
ご
意
見
が
出
ま
し
た
。
こ

の
流
れ
で
県
条
例
も
進
め
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
県
当
局
と
の
協
議
で
は
「
道
路
交
通
法
に
飲
酒
運
転
の

罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
」「
沖
縄
県
交
通
安
全
推
進
協
議

会
の
活
動
の
中
で
も
飲
酒
運
転
対
策
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
、
な
か
な
か
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
当
時
県
議
会
議
員
で
あ
っ
た
山
城
ヒ
ロ

子
（
旧
辻
野
ヒ
ロ
子
）
先
生
へ
ご
相
談
し
、
議
員
提
案
で
進

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
提
案
で
も
す
ん
な
り
と
い

か
な
か
っ
た
こ
と
は
先
程
、
山
城
ヒ
ロ
子
先
生
か
ら
お
話
が

あ
っ
た
と
お
り
で
す
。
検
討
小
委
員
会
で
は
、
飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
の
被
害
者
、
加
害
者
、
医
師
、
断
酒
会
の
関
係
者

な
ど
、
飲
酒
運
転
に
関
わ
る
様
々
な
方
に
も
参
加
頂
き
意
見

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
「
沖
縄
県

飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」
は
大
分
県
、
宮
城
県
、
山
形
県
に
次

い
で
全
国
4
番
目
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
す
ん
な
り
と
い
か
な
か
っ
た

こ
と
が
逆
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
こ

と
や
、
現
在
も
こ
の
条
例
を
も
と
に
関
係
者
に
よ
る
取
り
組

み
が
続
い
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
多
く
の
方
が
関
与
し
て
作

り
上
げ
た
沖
縄
県
の
条
例
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

【
上
間
】�

こ
れ
ま
で
の
お
話
を
伺
っ
て
、
近
年
の
飲
酒
絡
み
交
通
事
故

減
少
の
流
れ
は
条
例
制
定
に
関
わ
っ
た
関
係
者
皆
さ
ん
の
ご

苦
労
と
、
そ
の
後
の
官
民
を
あ
げ
た
取
り
組
み
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
2
0
2
1
（
令

和
3
）
年
は
再
び
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
沖
縄
県
に
お
け
る
飲
酒
運
転
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
安
里
さ
ん
か
ら
お
話
を
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
安
里
】�

飲
酒
絡
み
人
身
事
故
の
構
成
率
に
お
い
て
、
沖
縄
県
は

1
9
9
0
（
平
成
2
）
年
～
2
0
1
6
（
平
成
28
）
年
ま

で
27
年
連
続
で
全
国
ワ
ー
ス
ト
1
位
で
し
た
。2
0
1
7（
平

成
29
）
年
に
ワ
ー
ス
ト
を
脱
却
し
、
2
0
2
0
（
令
和
2
）

年
に
は
ワ
ー
ス
ト
9
位
ま
で
上
が
っ
た
も
の
の
、
2
0
2
1

（
令
和
3
）年
に
再
び
ワ
ー
ス
ト
1
位
と
な
り
ま
し
た
。た
だ
、

そ
の
中
身
を
分
析
し
て
み
る
と
、
1
9
9
7
（
平
成
9
）
年

の
沖
縄
県
（
約
10
％
）
と
全
国
平
均
（
約
3
％
）
の
構
成
率

の
差
は
7
ポ
イ
ン
ト
程
あ
り
ま
し
た
が
、
2
0
2
1
（
令
和

3
）
年
に
は
そ
の
差
が
1
ポ
イ
ン
ト
に
ま
で
縮
小
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、飲
酒
運
転
根
絶
や
交
通
安
全
推
進
に
お
い
て
、

こ
の
「
沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と

な
り
県
民
や
行
政
、
各
企
業
等
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る

〈
出
典
：
沖
縄
県
・
沖
縄
県
交
通
安
全
推
進
協
議
会
〉

〈大城氏〉

〈条例制定のチラシ〉
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力
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
交
通
事
故
の
件
数
や
飲
酒
絡
み
事
故
の
件
数
自
体

が
減
少
し
て
き
て
お
り
、
少
な
い
件
数
で
も
率
と
し
て
の
変

動
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
飲
酒

絡
み
事
故
を
1
件
で
も
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
の
意
識
啓
発
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
大
変
気
に
な
る
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
の
飲
酒
運
転
検
挙
者
に
対
す
る
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
約
4
割
も
の
人
が
「
飲
酒
後
、
車
を
運

転
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
考
え
を
持
っ
た
方
々
へ
何
と
か
働
き
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、そ
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
調
査
に
よ
る
と
、
検
挙
時
間
帯
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
出

勤
時
間
帯（
6
時
～
9
時
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は「
ア

ル
コ
ー
ル
1
単
位
」「
ア
ル
コ
ー
ル
の
処
理
に
か
か
る
時
間
」

の
概
念
が
ま
だ
県
民
の
皆
さ
ん
に
浸
透
し
て
い
な
い
た
め
と

感
じ
て
い
ま
す
。
お
酒
を
飲
み
始
め
た
ら
1
杯
で
終
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
人
な
ど
は
、
車
を
運
転
す
る
予
定
が
あ
る
日

の
前
日
は
飲
酒
し
な
い
な
ど
の
意
識
啓
発
も
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
、
世
代
を
ま
た
い
だ
取
り
組
み
の
必
要
性
に
つ
い

て
で
す
。
1
9
6
9
年
よ
り
毎
年
、
沖
縄
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
か
ら
沖
縄
県
交
通
安
全
協
会
連
合
会
へ
幼
児
向
け
交
通
安

全
絵
本
を
寄
贈
頂
い
て
い
ま
す
。昨
年
で
53
年
連
続
と
な
り
、

保
育
園
や
幼
稚
園
、
子
ど
も
園
へ
の
配
布
を
と
お
し
て
子
ど

も
た
ち
の
交
通
安
全
教
育
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
世
代
を
超
え
た
息
の
長
い
働
き
掛
け
が
重
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
上
間
】�

沖
縄
県
の
現
状
分
析
を
踏
ま
え
た
課
題
認
識
に
つ
い
て
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
続
い
て
大
城
さ
ん
か
ら
お
話
を

お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
城
】�

ま
ず
は
前
職
県
警
時
代
の
話
か
ら
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
飲
酒

運
転
根
絶
条
例
で
は
県
や
県
民
、
事
業
者
等
の
責
務
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
警
察
に
し
か
出
来
な
い
こ
と
は
飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
取
り
締
ま
り
で
す
。
悲
惨

な
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
ら
被
害
者
、
加
害
者
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
が
大
き
く
狂
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
職
員
に

は
「
検
問
や
飲
酒
運
転
の
取
り
締
ま
り
を
行
う
の
は
そ
の
よ

う
な
人
を
一
人
で
も
出
さ
な
い
た
め
で
あ
る
」
と
い
う
背
景

も
伝
え
て
い
ま
し
た
。
2
0
2
1
（
令
和
3
）
年
の
飲
酒
運

転
検
挙
件
数
は
1
，
1
8
9
件
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
数

の
分
だ
け
未
然
に
事
故
を
防
い
で
い
る
と
言
え
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
条
例
制
定
当
時
、
居
酒
屋
や
ス
ナ
ッ
ク
へ
飲
酒
運
転
根
絶

チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願
い
す
る
た
め
ロ
ー
ラ
ー

作
戦
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
営
業
妨
害
と
言
わ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
12
年
経
ち
、
今
で
は
多
く
の
居
酒
屋

等
で
飲
酒
運
転
根
絶
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
運
転
代
行
の
利
用

が
案
内
さ
れ
、
懇
親
会
等
の
会
合
で
も
主
催
者
か
ら
飲
酒
運

転
禁
止
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
県
民
の
意
識
は
着

実
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
飲
酒
運
転
根
絶
条
例

に
よ
る
効
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
現
在
も
約

1
，
0
0
0
人
が
飲
酒
運
転
で
検
挙
さ
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
が
あ
り
、
引
き
続
き
の
課
題
で
す
。

　
次
に
、
大
同
火
災
の
社
員
と
し
て
2
点
お
話
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

　
1
つ
目
は
安
全
運
転
管
理
者
の
選
任
に
つ
い
て
で
す
。
大

同
火
災
で
は
お
客
様
へ
安
全
運
転
管
理
者
の
選
任
状
況
を
確

認
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
道
路
交
通
法
で
は
、「
事
業
主
は
一
定
台
数
以
上
の
自
動

車
を
使
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
台
数
に
応
じ
て
法
令
で
定
め

ら
れ
た
要
件
を
備
え
た
安
全
運
転
管
理
者
等
を
選
任
す
る
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
4
月
施

行
の
改
正
道
路
交
通
法
施
行
規
則
に
お
い
て
、
こ
の
安
全
運

転
管
理
者
の
業
務
に
新
た
に
「
酒
気
帯
び
の
有
無
確
認
」
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

た
安
全
運
転
管
理
者
の
役
割
は
従
来
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
当
社
で
安
全
運
転
管
理
者
の
選
任
状
況
を
確
認
す
る
中
、

「
そ
の
よ
う
な
制
度
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
の
理
由
に
よ
り

選
任
し
て
い
な
い
事
業
所
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
安

全
運
転
管
理
者
制
度
の
さ
ら
な
る
周
知
が
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

〈
出
典
：
沖
縄
県
警
察
〉

〈出典：沖縄県警察「飲酒運転根絶活動マニュアル（令和4年）」より〉

〈アルコールの処理にかかる時間〉

〈改正道交法施行規則のチラシ〉
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2
つ
目
は
飲
酒
運
転
絡
み
の
交
通
事
故
に
お
け
る
保
険
金

支
払
い
に
関
し
て
で
す
。
自
動
車
保
険
で
は
飲
酒
運
転
に
よ

る
事
故
の
場
合
、
第
三
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
は
被
害

者
救
済
の
観
点
か
ら
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
運
転
者

本
人
の
傷
害
は
補
償
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
飲

酒
運
転
に
よ
る
事
故
で
運
転
者
が
重
症
を
負
い
手
術
や
入
院

が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
高
額
の
自
己
負
担
ま
た
は
十
分
な

治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
保
険
の
取
り
扱
い
も
含
め
て
引
き
続
き
飲

酒
運
転
根
絶
の
啓
発
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
上
間
】�

次
に
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
ず

は
沖
縄
県
交
通
安
全
協
会
連
合
会
の
取
り
組
み
を
安
里
さ
ん

か
ら
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
安
里
】�

当
連
合
会
の
理
事
に
は
各
警
察
署
の
協
議
会
メ
ン
バ
ー
も
加

わ
っ
て
お
り
、
各
警
察
署
・
協
議
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
「
飲
酒
運
転

根
絶
対
策
の
積
極
的
推
進
」
に
お
い
て
は
、
沖
縄
県
飲
酒
運

転
根
条
例
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
「
基
本
方
針
」
に
沿
っ
て
、

各
地
区
交
通
安
全
協
会
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
、

次
の
7
項
目
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
①
飲
酒
運
転
脱
ワ
ー
ス
ト
運
動

　
②
飲
酒
運
転
（
四
（
し
））
な
い
運
動

　
③
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

　
④��

飲
酒
運
転
の
根
絶
運
動
（
毎
月
1
日
・
20
日
）
の
広
報

活
動

　
⑤
飲
酒
運
転
根
絶
自
動
販
売
機
の
設
置
拡
大

　
⑥
飲
酒
運
転
根
絶
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
普
及
促
進

　
⑦��

S
N
S
を
活
用
し
た
二
日
酔
い
運
転
防
止
に
関
す
る

情
報
発
信

　
ま
た
、先
程
大
城
さ
ん
か
ら
も
話
が
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、

今
年
4
月
か
ら
安
全
運
転
管
理
者
の
業
務
が
拡
充
さ
れ
、
10

月
か
ら
は
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
に
よ
る
確
認
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
。
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
第
6
条
「
事
業
者
の
責
務
」
を

踏
ま
え
、
県
内
14
警
察
署
と
連
携
し
な
が
ら
各
企
業
等
に
対

し
て
適
切
に
取
り
組
む
よ
う
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て
は
地
道
な
活
動
を
継
続
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
会
と
し
て
も
県
警
本
部

や
各
警
察
署
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
息
の
長
い
運
動

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
県
民
の
皆
さ
ん
に
お

い
て
も
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

の
意
識
を
広
め
て
頂
き
た
く
、
知
人
や
友
人
な
ど
へ
の
声
掛

け
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
上
間
】�

私
も
那
覇
地
区
交
通
安
全
協
会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
が
、

飲
酒
運
転
対
策
に
お
い
て
は
企
業
や
業
界
団
体
等
の
取
り
組

み
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
次
に
、
県
議
会
議
員
退
任

後
も
八
重
山
地
区
交
通
安
全
協
会
の
理
事
や
会
長
を
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
長
年
交
通
安
全
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
山
城
ヒ

ロ
子
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
山
城
（�

ヒ
）】「
沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」
は
私
の
議
会
活
動
で

注
力
し
た
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
り
誇
り
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
こ
れ
を
「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
は
し
た
く
な
い
と

の
想
い
を
強
く
持
ち
、
こ
だ
わ
り
な
が
ら
地
域
で
交
通
安
全

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
条
例
制
定
1
周
年
で
は
、
沖
縄
市
で
「
飲
酒
運
転
根
絶
県

民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

　
条
例
制
定
5
周
年
で
は
、
石
垣
市
に
お
い
て
「
飲
酒
運
転

根
絶
意
見
発
表
会
」
や
、「
飲
酒
運
転
絶
対
ダ
メ�

ボ
ー
ド
作

戦
」、
八
重
山
更
生
保
護
女
性
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
「
飲

酒
運
転
追
放
ワ
ン
ち
ゃ
ん
（
お
し
ぼ
り
）」
の
作
成
・
配
布

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
条
例
制
定
10
周
年
の
2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
は
八
重

山
地
区
交
通
安
全
協
会
会
長
を
務
め
て
い
た
時
期
で
、「
飲

酒
運
転
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
　
八
重
山
地
区
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

高
校
生
代
表
、
青
年
代
表
、
一
般
代
表
、
高
齢
者
代
表
の
4

名
が
意
見
発
表
を
行
い
、「
八
重
山
地
区
か
ら
飲
酒
運
転
根

絶
を
発
信
し
よ
う
」
と
の
こ
と
で
最
後
に
「
飲
酒
運
転
根
絶

郡
民
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
周
年
イ
ベ
ン
ト
と
は
別
に
、
毎
年
、
四
季
の

交
通
安
全
運
動
期
間
で
も
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
中
で
も
幹
線
道
路
等
で
行
う
飲
酒
運
転
ボ
ー
ド
作
戦

は
効
果
の
あ
る
取
り
組
み
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
通
常
は

小
学
校
の
協
力
を
得
て
生
徒
の
皆
さ
ん
に
ボ
ー
ド
を
掲
げ
て

も
ら
う
の
で
す
が
、
2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
12
月
に
は
石

垣
市
議
会
を
巻
き
込
ん
で
市
議
の
皆
さ
ん
に
も
一
緒
に
ボ
ー

ド
を
掲
げ
て
も
ら
い
、
通
行
人
や
通
行
車
両
へ
飲
酒
運
転
根

絶
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
現
在
も
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
は
朝
の
通
学
路
で
子
ど

も
た
ち
の
交
通
指
導
や
挨
拶
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、「
自

分
の
出
来
る
こ
と
を
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
」
と
の
想
い
を

持
っ
て
地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
上
間
】�

行
動
力
の
あ
る
山
城
さ
ん
を
は
じ
め
八
重
山
地
区
交
通
安
全

協
会
の
様
々
な
取
り
組
み
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
改

め
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
国
内
損
害
保
険
会
社

の
業
界
団
体
と
し
て
交
通
安
全
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
日
本
損
害
保
険
協
会
沖
縄
支
部
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
山
城
俊
夫
支
部
委
員
長
か
ら
お
話
を
お
伺
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
山
城
（�

俊
）】
沖
縄
県
の
人
身
事
故
に
占
め
る
飲
酒
絡
み
事
故
の
構

〈山城俊夫氏〉
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成
率
全
国
ワ
ー
ス
ト
が
続
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
支
部
で

は
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て
2
0
1
1
年
度
以
降
毎
年
チ

ラ
シ
を
作
成
し
、
保
険
会
社
や
各
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
県
民

の
皆
様
へ
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
0
1
9
年

度
か
ら
は
ポ
ス
タ
ー
も
作
成
し
、
各
保
険
会
社
や
代
理
店
等

で
掲
示
し
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
は
沖
縄
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の

車
両
内
に
も
掲
示
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
よ
り
多
く
の
県
民

の
皆
さ
ん
の
目
に
と
ま
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例
年
8
月
に
開
催
さ
れ
る
「
交
通
安

全
テ
ン
ト
村
」（
主
催
：
沖
縄
県
高
速
道
路
交
通
安
全
協
議
会
）

で
は
、支
部
作
成
の
チ
ラ
シ
や
当
協
会
が
作
成
し
て
い
る「
飲

酒
運
転
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を
配
布
し
て
呼
び
掛
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　「
飲
酒
運
転
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
飲
酒
運
転
事
故

の
現
状
や
法
規
制
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
与
え
る
影
響
、
飲
酒
運

転
事
故
に
対
す
る
自
動
車
保
険
の
補
償
範
囲
な
ど
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
企
業
の
経
営
者
や
安
全
運
転
管
理
者
の
皆

様
が
社
員
教
育
や
研
修
を
行
う
際
の
手
引
き
と
し
て
活
用

い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
累
計
約

1
0
0
万
部
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
を
活
用
し
た
広
報
と
し
て
、
飲
酒
機
会

が
多
く
な
る
年
末
・
年
始
の
時
期
に
ラ
ジ
オ
C
M
を
と
お

し
て
県
民
の
皆
様
へ
飲
酒
運
転
防
止
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。
2
0
2
0
年
と
2
0
2
1
年
の
12
月
に
は
、
県

警
交
通
部
長
の
他
、
沖
縄
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
、
沖
縄
県
運
転
代
行
ビ
ジ
ネ
ス
協
会
、
沖
縄
県
酒
造
組
合

と
い
っ
た
様
々
な
業
種
の
方
々
に
も
ラ
ジ
オ
企
画
に
出
演
頂

き
、
広
く
飲
酒
運
転
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
当
支
部
と
し
て
も
飲
酒
絡
み
事
故
の
構
成
率
全
国
ワ
ー
ス

ト
脱
却
に
向
け
、
引
き
続
き
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
各
種

啓
発
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
上
間
】�「
飲
酒
運
転
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
2
0
0
5
（
平
成
17
）

年
の
発
行
以
来
、
累
計
発
行
部
数
約
1
0
0
万
部
と
言
う

こ
と
で
、
こ
れ
は
隠
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
損
保
協
会
は
全
国
で
飲
酒
運
転

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
お
り
、2
0
0
5（
平

成
17
）
年
3
月
に
は
こ
こ
沖
縄
県
で
第
2
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
損
保
協
会
は
交
通
安

全
お
よ
び
飲
酒
運
転
防
止
に
力
を
入
れ
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
続
い
て
、
大
同
火
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
大
城
さ
ん
か

ら
お
話
を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
大
城
】�

大
同
火
災
で
は
県
警
O
B
を
交
通
安
全
指
導
担
当
課
長
と

し
て
採
用
し
、
企
業
や
学
校
、
官
公
庁
、
県
警
等
に
対
し
て

年
間
約
3
0
0
回
の
交
通
安
全
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
本
日
は
そ
の
講
習
会
で
講
師
を
務
め
て
い
る
照
屋
担
当

課
長
が
オ
ブ
ザ
ー
ブ
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
照
屋
課
長

か
ら
お
話
し
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
照
屋
】�

あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
企
画
推
進
課
に
所
属
し
て
い
ま
す
照

屋
で
す
。
私
も
大
城
さ
ん
と
同
様
に
県
警
出
身
で
長
年
交
通

分
野
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
定
年
前
の
10
年
間
は

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
試
験
官
や
講
習
係
を
担
当
し
て
い
ま

し
た
が
、
最
後
の
3
年
間
で
担
当
し
た
取
消
処
分
者
講
習
係

が
そ
の
後
の
私
の
人
生
を
決
め
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
取
消
処
分
者
講
習
と
は
、
一
度
、
免
許
取
消
の
処
分
を
受

け
た
人
が
免
許
再
取
得
後
に
再
発
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

再
教
育
を
行
い
交
通
社
会
に
復
帰
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
の
話
で
す
が
、
沖
縄
県
で
は
年
間
約
2
千
人

が
免
許
取
消
処
分
を
受
け
て
い
て
、
取
消
処
分
者
講
習
を
受

講
す
る
人
は
約
千
人
弱
い
ま
し
た
。
諸
事
情
で
免
許
再
取
得

し
な
い
人
が
年
間
千
人
近
く
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
悲
し

い
こ
と
に
免
許
を
失
っ
た
人
の
中
に
は
社
会
復
帰
で
き
ず
、

職
を
失
い
借
金
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
精
神
障
害
な
ど
に

よ
る
家
庭
崩
壊
、
最
悪
の
場
合
は
自
殺
に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
し
た
。
私
が
取
消
処
分
者
講
習
を
担
当
し
て
い
た
間
、

受
講
者
約
3
千
人
の
作
文
を
み
て
き
ま
し
た
が
、「
ま
さ
か

自
分
が
飲
酒
運
転
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」「
飲
酒
運
転

し
た
こ
と
自
体
覚
え
て
い
な
い
」「
飲
酒
運
転
に
関
す
る
知

識
が
あ
れ
ば
や
ら
な
か
っ
た
と
思
う
」「
自
殺
し
よ
う
と
思
っ

た
」
な
ど
、
様
々
な
想
い
に
目
を
通
し
て
き
ま
し
た
。

　
県
警
で
の
定
年
退
職
を
控
え
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
継

続
雇
用
の
道
も
あ
り
ま
し
た
が
、
県
内
で
数
多
く
の
交
通
安

全
講
習
会
を
実
施
し
て
い
る
大
同
火
災
か
ら
専
任
講
師
の
お

話
を
頂
き
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
よ
り
多
く
の

方
々
へ
交
通
安
全
や
飲
酒
運
転
防
止
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

の
想
い
か
ら
大
同
火
災
へ
の
入
社
を
決
め
ま
し
た
。

　
2
0
1
9
（
令
和
元
）
年
4
月
入
社
以
降
、企
業
や
学
校
、

官
公
庁
等
で
交
通
安
全
講
習
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

中
に
は
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
が
十
分
と
は
言
え
な
い
と

こ
ろ
も
見
受
け
ら
れ
、
継
続
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
事
業
所
に
お
い
て
は
今
年
4
月
に
改
正
道
交
法
施
行

規
則
が
施
行
さ
れ
、
安
全
運
転
管
理
者
に
よ
る
酒
気
帯
び
の

有
無
確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
講
習
会
の
事
前
打

ち
合
わ
せ
時
に
選
任
状
況
を
確
認
す
る
と
制
度
自
体
を
把
握

し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
は
法
改
正
の
趣
旨
を
お
伝
え
し
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
警

察
署
へ
安
全
運
転
管
理
者
の
選
任
申
請
を
行
う
よ
う
促
し
て

い
ま
す
。

　
交
通
安
全
、
飲
酒
運
転
防
止
は
継
続
的
な
啓
発
が
重
要
で

〈
出
典
：
日
本
損
害
保
険
協
会
沖
縄
支
部
〉

〈損保協会のチラシ〉
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飲酒運転根絶に向けた座談会

あ
り
、
悲
惨
な
事
故
に
よ
る
被
害
者
・
加
害
者
を
一
人
で
も

減
ら
す
べ
く
、
引
き
続
き
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
交
通
安
全

に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
上
間
】�

県
警
時
代
の
ご
経
験
か
ら
現
在
の
取
り
組
み
ま
で
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
同
火
災
で
は
お
客
様
へ
の
付
加
価

値
提
供
や
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ
と
し
て
交
通
安
全
講
習

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
関
連
部
署
が
集
ま
り
委

員
会
方
式
で
講
習
会
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

2
0
1
3
年
7
月
に
部
署
と
し
て
格
上
げ
・
新
設
し
、
現
在
、

照
屋
さ
ん
が
所
属
し
て
い
る
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
企
画
推

進
課
で
は
、
主
に
交
通
事
故
防
止
・
軽
減
や
自
然
災
害
等
の

防
災
・
減
災
に
関
す
る
業
務
等
を
企
画
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
「
こ
の
島
の
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
白
書
」
を
発

行
す
る
な
ど
、
各
種
分
析
業
務
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
引
き
続
き
沖
縄
県
に
お
け
る
交
通
安
全
へ
の
貢
献

と
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

【
上
間
】�

こ
こ
ま
で
皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
お
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
最
後
に
、
山
城
ヒ
ロ
子
さ
ん
か
ら
今
後

の
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
山
城
（�

ヒ
）】
飲
酒
運
転
根
絶
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
安
全
活
動
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
続
け
る
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
現
状
を
踏
ま
え
、

飲
酒
運
転
や
死
亡
事
故
対
策
に
重
き
を
置
い
て
皆
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
各
地
域
で
は
多
く

の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
交
通
安
全
活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
み
な
ら
ず
様
々
な
関
係
機

関
が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。
私
個
人
と
し

て
は
小
さ
な
活
動
で
す
が
、
体
力
の
続
く
限
り
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
県
民
皆
で
飲
酒
運
転
根

絶
、
交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
結
び
に
、
い
つ
も
私
の
活
動
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
頂
い

た
大
同
火
災
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
御
社
の
益
々
の
ご

発
展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

【
上
間
】�
山
城
さ
ん
の
交
通
安
全
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
想
い
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
日
の
座
談
会
で
は
、
沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
の
制

定
に
ご
尽
力
さ
れ
た
安
里
さ
ん
、
山
城
ヒ
ロ
子
さ
ん
、
大
城

さ
ん
か
ら
制
定
に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
当
時
の
ご
苦
労
話
、

そ
し
て
飲
酒
運
転
根
絶
に
か
け
る
想
い
を
お
聞
き
か
せ
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
沖
縄
県
交
通
安
全
協

会
連
合
会
、
那
覇
地
区
交
通
安
全
協
会
、
八
重
山
地
区
交
通

安
全
協
会
、
日
本
損
害
保
険
協
会
沖
縄
支
部
、
大
同
火
災
、

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

取
り
組
み
の
背
景
に
は
「
沖
縄
県
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」
の

存
在
が
あ
り
、
こ
の
条
例
が
飲
酒
運
転
根
絶
の
取
り
組
み
に

関
わ
る
多
く
の
人
々
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
「
沖
縄
県

飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」
の
制
定
意
義
は
大
き
く
、
本
日
、
改

め
て
そ
の
意
義
を
ご
参
加
頂
い
た
皆
さ
ん
と
共
に
確
認
で
き

た
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て
、
各
関
係
者
・
関

係
機
関
が
連
携
し
地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
、
本
座
談
会
の
閉
会
の
言
葉
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
本
日
は
皆
さ
ん
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
参
加
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

〈照屋氏〉

〈
出
典
：
日
本
損
害
保
険
協
会
〉

〈飲酒運転防止マニュアル〉



第１章 交通安全

沖縄県飲酒運転根絶条例 ～ （ ）年 月 日施行～

（目的）
第１条 この条例は、飲酒運転を根絶するために必要な措置を講ずることにより、県及び県民等
（県民、事業者等及び事業者団体をいう。以下同じ。）が一体となって飲酒運転の根絶を図
り、もって飲酒運転のない安全で安心な県民生活を実現することを目的とする。
（定義）
第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところ
による。
(１) 県民 県内に居住する者及び滞在する者すべてをいう。
(２) 事業者等 法人その他の団体及び個人で県内において運輸業、建設業、交通安全協会、
町内会、駐車場その他の事業を行うものをいう。

(３) 事業者団体 事業者等としての共通の利益を増進することを主たる目的とする２以上の
事業者等で構成された法人その他の団体をいう。

(４) 自動車等 道路交通法（昭和35年法律第105号）第２条第１項第９号に規定する自動
車、同項第10号に規定する原動機付自転車及び同項第11号の２に規定する自転車をいう。

(５) 飲酒運転 酒気を帯びて自動車等を運転する行為をいう。
（県の責務）
第３条 県は、交通安全対策基本法（昭和45年法律第110号）第４条の規定に基づき策定し、及
び実施する飲酒運転の根絶に関する総合的な施策の推進に当たっては、市町村との連携に努め
るとともに、市町村がその地域の実情に応じた飲酒運転の根絶に関する施策を実施するために
必要な協力及び支援を行うよう努めるものとする。
（公職にある者の率先垂範）
第４条 公職にある者（公職選挙法（昭和25年法律第100号）第３条に規定する者及び地方公務員
法（昭和25年法律第261号）第２条に規定する沖縄県職員をいう。）は、自らの行動を厳しく
律し、県民に範を示すべき立場を深く自覚し、飲酒運転をしない、させない、許さないという強
固な決意をもって、飲酒運転の根絶に率先して取り組むものとする。
（県民の責務）

第５条 県民は、飲酒が自動車等の正常な運転に影響を及ぼし、重大な交通事故の原因となるこ
とを自覚し、日頃から一人一人が飲酒運転をしない、させない、許さないという強い意志を
持って、家庭や地域、職場の日常生活及び活動において飲酒運転を根絶するための取組に努める
ものとする。
２ 県民は、県又は事業者等若しくは事業者団体が実施する飲酒運転の根絶に関する施策又は取
組に協力するよう努めるものとする。
３ 県民は、飲酒運転をしている者又は飲酒運転をすることになるおそれのある者に対し、飲酒
運転をしないよう声かけをするなど状況に応じた適切な対応を講ずるよう努めるものとする。
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第１章 交通安全

沖縄県飲酒運転根絶条例 ～ （ ）年 月 日施行～

（事業者等及び事業者団体の責務）
第６条 事業者等及び事業者団体は、その事業の用に供する自動車等の運行に当たり、運転者が
酒気を帯びていないことを確認するなど飲酒運転を防止するために必要な措置を講ずるよう努
めるものとする。
２ 事業者等及び事業者団体は、その従業員に対し、飲酒運転の根絶に関する教育、指導その他
必要な措置を講ずるよう努めるものとする。
３ 事業者団体は、その団体を構成する事業者等に対し、飲酒運転の根絶に関する啓発その他必
要な措置を講ずるよう努めるものとする。
４ 事業者等及び事業者団体は、県が実施する飲酒運転の根絶に関する施策又は取組に協力する
よう努めるものとする。
（飲食店営業者等の責務）

第７条 飲食店営業者等（営業の形態にかかわらず、設備を設け酒類を提供して飲食させる営業
を行う者及びその業務に従事する者をいう。以下同じ。）は、県又は事業者等若しくは事業者
団体が実施する飲酒運転の根絶に関する施策又は取組に協力するよう努めるものとする。
２ 飲食店営業者等は、酒気を帯びた客が自動車等を運転することになるおそれがあるときは、
飲酒運転をしないよう声かけをするなど状況に応じた適切な対応を講ずるよう努めるものとす
る。
３ 飲食店営業者等は、客の見やすい場所に飲酒運転の防止を呼びかける文書等を掲示するなど
飲酒運転を防止するために必要な措置を講ずるよう努めるものとする。
（駐車場所有者等の責務）

第８条 駐車場（駐車場法（昭和32年法律第106号）第２条第１号に規定する路上駐車場及び同
条第２号に規定する路外駐車場をいう。以下同じ。）を所有し、及び管理する者は、駐車場の
利用者の見やすい場所に飲酒運転の防止を呼びかける文書等を掲示するなど飲酒運転を防止す
るために必要な措置を講ずるよう努めるものとする。
（基本方針）

第９条 県は、第３条の飲酒運転の根絶に関する総合的な施策を推進するための基本方針（以下
「基本方針」という。）を策定するものとする。
２ 県は、基本方針を策定し、又は変更したときは、これを公表しなければならない。
（飲酒運転の根絶に関する知識の普及等）

第10条 県は、基本方針に基づき、飲酒運転の根絶に関する知識の普及及び県民等の意識の高揚
を図るため、飲酒運転の根絶に関する教育の推進、広報活動の充実その他必要な措置を講ずる
ものとする。
（飲酒運転の再発防止のための指導等）

第11条 沖縄県公安委員会（以下「公安委員会」という。）は、基本方針に基づき、飲酒運転の
再発防止のため、飲酒運転をした者に対し、指導、教育、指導書の交付その他必要な措置を講
ずるものとする。
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第１章 交通安全

沖縄県飲酒運転根絶条例 ～ （ ）年 月 日施行～

２ 公安委員会は、基本方針に基づき、飲酒運転をした者が酒類を提供する飲食店で飲酒後の飲
酒運転であったことが判明した場合には、飲酒運転をした者が再度飲酒運転を行わないように
するため、当該酒類を提供した飲食店営業者等に対して、指導書の交付その他必要な指導を行
うものとする。
３ 前２項の指導、教育、その他必要な措置については、公安委員会規則で定めるものとする。
（飲酒運転の再発防止のための措置）

第12条 県は、基本方針に基づき、飲酒運転をした者及びその家族等からの相談に対して、飲酒
運転の再発防止のための助言その他必要な措置を講ずるものとする。
（情報提供）

第13条 公安委員会は、基本方針に基づき、飲酒運転の根絶のための市町村の施策及び事業者等
又は事業者団体による自主的な活動を促進するため、次の各号に掲げる飲酒運転に関する情報を
市町村の区域別に作成し、インターネットの利用その他の適切な方法により、公表することがで
きる。
(１) 飲酒運転による交通事故の発生件数（３か月ごとの発生件数をいう。）
(２) 飲酒運転違反者の人数（３か月ごとの違反者数をいう。）
２ 公安委員会は、前項の規定により公表した情報に関し、市町村又は事業者等若しくは事業者
団体から、提供するよう求めがあったときは、前項各号に掲げる情報をこれらのものに提供す
ることができる。
（飲酒運転の根絶運動の日）

第14条 県は、基本方針に基づき、飲酒運転の根絶運動の日を毎月１日と定め、県民等と連携
し、飲酒運転の根絶のための必要な施策を推進するものとする。
（体制の整備）

第15条 県は、基本方針に基づき、飲酒運転の根絶について県民等の関心と理解を深める活動を
推進するための体制を整備するものとする。
（取組状況の公表）

第16条 県は、基本方針に基づき、飲酒運転の根絶に関する施策の取組状況、効果等について、
インターネットの利用その他の方法により公表するものとする。
（委任）

第17条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、知事及び公安委員
会規則で定める。
附 則
この条例は、平成21年10月１日から施行する。
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第２章 防災
１．概要

火災（ 年） ～

☞発生件数は過去 番目に少ない
☞出火率： 件
☞死者数・負傷者数ともに過去 番目
に少ない

☞死者発生率： 人
☞死者数の 歳以上割合： ％
☞住宅火災警報器設置率： ％

全国

☞発生件数は前年比 件減少
☞出火率： 件（全国 位）
☞死者数・負傷者数ともに増加
☞死者発生率： 人
☞死者数の 歳以上割合： ％
☞住宅火災警報器設置率： ％
（直近 年連続で全国ワースト 位）

沖縄県

自然災害（風水害・地震） ～

☞台風の年間接近数： 個
☞台風の支払保険金歴代 位：

兆 億円（ 年 号）
☞ 年地震発生回数： 回
（前年比＋ 回、鹿児島県 回）

☞今後 年間で震度 弱以上の揺れ
が起こる確率：高知市 ％

全国
☞台風の年間接近数： 個
☞台風の支払保険金歴代 位：

億円（ 年 号）
☞ 年地震発生回数： 回
（前年比▲ 回、全国 位）

☞今後 年間で震度 弱以上の揺れ
が起こる確率： 那覇市 ％

石垣市 ％
宮古島市 ％

沖縄県

労働災害（ 年） ～

☞死亡者数： 人（前年比 人）
☞休業 日以上の死傷者数：

人（前年比＋ 人）
☞死亡者全体に占める業種別トップ：
建設業 ％

全国

☞死亡者数： 人（前年比 人）
☞ 日以上の死傷者数： 人
（前年比＋ 人、統計開始後最多）
☞死亡者全体に占める業種別トップ：
建設業 ％

沖縄県
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第２章 防災
２．火災
（１）全国の火災種別件数の推移

☞ 年火災件数は 件となり、これは 日あたり約 件、約 分ごとに 件の火災が発生
したことになります。（ 出火率： 件） 人口 万人あたりの出火件数

☞過去 年をみると火災件数は減少傾向にあり、 年は過去 番目に少ない件数となりました。

25,583 25,053 23,641 22,197 20,991 21,365 20,764 21,003 19,314 19,461 

4,549 4,586 4,467 4,188 4,053 3,863 3,660 3,585 3,453 3,494 

12,791 16,342 
14,052 

11,516 10,685 12,783 12,124 11,634 10,525 10,832 

44,189 
48,095 

43,741 
39,111 

36,831 
39,373 

37,981 37,683 
34,602 35,077 

0

10,000

20,000
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50,000

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

（件）

建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 航空機火災 その他火災

出典：総務省消防庁 「消防統計」より弊社作成

（２）沖縄県の火災種別件数の推移
☞ 年火災件数は 件となり、これは 日あたり約 件の火災が発生したことになります。
（ 出火率： 件、全国 位） 人口 万人あたり出火件数

☞過去 年をみると火災件数は ～ 件の間で推移しており、 年は前年に比べ 件
減少（建物火災▲ 件）しました。
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67 
57 

77 66 61 
60 
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建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 航空機火災 その他火災

出典：総務省消防庁 「消防統計」より弊社作成
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第２章 防災
２．火災

（４）全国および沖縄県の出火原因別の火災発生状況
☞全国および沖縄県ともに「たばこ」が 位となっています。
☞沖縄県では「マッチ・ライター」が ％を占め、全国の同構成率 ％を大きく上回っています。

沖縄県は 年公表データが最新版 現在

（３）沖縄県の火災件数と損害額の推移
☞ 年の損害額は前年比で約▲ 億円となりました。
☞ 年の沖縄県における火災 件あたり損害額は約 千円となり、全国平均 千円
の約 ％となっています。

たばこ 件

たき火 件

こんろ 件

放火 件

電気機器
件

その他 件

＜ 年 全国＞

出典：総務省消防庁 「消防統計」より弊社作成 出典：沖縄県 「令和 年版消防防災年報」より弊社作成

たばこ 件

こんろ 件
マッチ・ライター

件

火入れ 件

電気機器 件

その他 件

＜ 年 沖縄県＞

出典：総務省消防庁 「消防統計」、
沖縄県 「令和 年版消防防災年報」より弊社作成

0

100

200

300

400

500

600

700

0

10

20

30

40

50

60

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

（億円）

損害額 総出火件数

（件）

計 件 計 件

※うち首里城火災約 億円

25



第２章 防災
２．火災
（５）全国の火災による死傷者数の推移

☞全国の 年火災による死者数は 人となり、死者発生率（人口 万人あたりの死
者数）は 人（前年比 人）となりました。

☞ これは 日あたり約 人、火災発生件数では約 件に 人の割合で死者が発生したこと
になります。

☞過去 年をみると総出火件数と同様に死者数および負傷者数とも減少傾向にあり、
年は過去 番目に少ない数となりました。

出典：総務省消防庁 「消防統計」より弊社作成

（６）沖縄県の火災による死傷者数の推移
☞沖縄県の 年火災による死者数は 人となりました。死者発生率（人口 万人あたり
の死者数）は 人（前年比 人）と全都道府県で 番目に低い値となっています。

☞ 年は総出火件数が減少したものの、死者数・負傷者数は増加しました。

出典：総務省消防庁 「消防統計」より弊社作成
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☝ 平成 年の消防法改正により、住宅用火災警報器の設置が、新築住宅は平成 年 月から義務化され、
既存住宅も平成 年 月までに各市町村の条例に基づき全ての市町村において義務化されている。

☝ 「設置率」とは、市町村の火災予防条例で設置が義務付けられている住宅の部分のうち、一箇所以上設置さ
れている世帯の全世帯に占める割合。

☝ 「条例適合率」とは、市町村の火災予防条例で設置が義務付けられている住宅の部分全てに設置されている
世帯の全世帯に占める割合。

第２章 防災
２．火災
（７）全国の住宅火災における死者数の推移（放火自殺者等除く）

☞ 年の住宅火災による死者数の約 ％が高齢者（ 歳以上）となっており、高齢者の占
める割合はおおむね増加傾向にあります。

☞ 年の住宅火災における死者発生の経過別死者数では、「逃げ遅れ（ 人）」、「着衣
着火（ 人）」、「出火後再進入（ 人）」、「その他（ 人）」となっています。

50%

55%

60%

65%

70%

75%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

（人）

住宅火災による死者数 住宅火災における高齢者死者数

高齢者死者数の割合

出典：総務省消防庁 「消防統計」より弊社作成

☝沖縄県においても、 年の火災死者数 人のうち 歳以上の死者数が 人と約 ％
を占めています。 （出典：沖縄県 「令和 年版消防防災年報」より）

（８）住宅用火災警報器設置率（各年 月 日時点）

☞過去 年の推移において、全国では「設置率」「条例適合率」とも微増となっていますが、沖縄県は
横ばいの状況となっています。

☞沖縄県は直近 年間の「設置率」「条例適合率」ともに全国ワースト 位となっています。

年 年 年 年 年
設置率 適合率 設置率 適合率 設置率 適合率 設置率 適合率 設置率 適合率

全国
沖縄県
（順位） 位 位 位 位 位 位 位 位 位 位

（単位：％）

出典：総務省消防庁 「住宅用火災警報器の設置率等の調査結果（平成 年～令和 年）」より弊社作成
27



第２章 防災
３．自然災害（風水害）
（１）台風の発生・接近・上陸数

☞過去 年間（ 年～ 年）の年平均発生数は 個、接近数は 個
（うち沖縄県への接近数は 個）、上陸数は 個となっています。

出典：気象庁 「台風の統計資料」より弊社作成

（２）最大瞬間風速
☞気象台等で観測された各地点における観測史上 位のトップ５は以下のとおりとなっており、国内
トップ５に沖縄県で観測された台風が２つランクインしています。

出典：気象庁 「歴代全国ランキング」より弊社作成

年平均
※3

発生数

接近数 ※1
うち沖縄県

上陸数 ※2

※１：｢接近」は台風の中心が国内のいずれかの気象官署から ㎞以内に入った場合を指す。
※２：「上陸」は台風の中心が北海道、本州、四国、九州の海岸線に達した場合を指す。
※３：「 年平均」は 年から 年の平均値。

順
位 観測地点 ⅿ/S 観測

年月 台風名称

１ 富士山 ー

２ 宮古島 年 号

３ 室戸岬 年 号

４ 与那国島 年 号

５ 名瀬 年 号

順
位 観測地点 ⅿ/S 観測

年月 台風名称

宮古島 年 号

与那国島 年 号

宮古島 年 号

宮古島 年 号

那覇 年 号

＜国内トップ５＞ ＜沖縄県トップ５＞

順位 地域 災害名 発生年月 支払保険金 ※1

大阪・京都・兵庫等 年 号 億円

東日本中心 元年 号 億円

全国 年 号 億円

（３）過去の支払保険金の状況（見込み含）

☞ トップ３は以下のとおりとなっており、関西地方を中心に甚大な被害が発生した 年
平成 年 台風 号では１兆円を超える保険金支払となっています。

出典：日本損害保険協会 「風水害等による保険金の支払い」より弊社作成

※１：「支払保険金」は 年 月末時点の見込み
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第２章 防災
３．自然災害（風水害）
（４）沖縄県における過去の支払保険金の状況（見込み含）

☞沖縄県において過去最も支払保険金が多かったのは、 年（平成 ）年の台風 号で
約 億円（うち、火災保険 億円、自動車保険 億円、その他 億円）となっています。

出典：日本損害保険協会 「平成 年台風 号にかかる支払保険金（見込含む）年度末調査結果」より弊社作成

※１：「支払保険金」は 年 月末時点の見込み

☝ 年台風 号について
台風 号は大型で非常に強い勢力で沖縄地方に接近した後、大型で強い勢力を維持
したまま和歌山県に上陸し、その後、東日本から北日本を縦断しました。この 号の影響
により、広い範囲で暴風、大雨、高波や高潮が発生し、沖縄県南城市糸数では同地点
観測史上最大の最大瞬間風速 メートルを記録しました。また、沖縄県内では負傷
者 名の人的被害が生じたほか、住家等においても全壊や半壊、一部破損、床上・下
浸水など多くの被害が生じました。

☝台風や豪雨、地震などの大規模な災害の後は、
便乗した悪徳商法等のトラブルが発生する傾向に
あります。

☝ 自然災害に関する消費者トラブルの相談件数は、
年（平成 ）に発生した東日本大震災に

より急増し、その後も増加傾向にあります。
☝ 住宅修理などに関し、「保険金が使える」と言って
勧誘する業者とのトラブルも増加しているため、この
ような勧誘については、住宅修理業者と契約する
前に、ご加入先の保険会社または代理店へご相
談ください。

住宅の修理などに関するトラブルに注意

出典：日本損害保険協会 より
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第２章 防災
３．自然災害（風水害）
（５）全国（アメダス）の１時間降水量 ㎜以上の年間発生回数

☞統計期間 ～ 年で 年あたり 回増加しています。
☞最近 年間（ ～ 年）の平均年間発生回数（約 回）は、統計期間の最初の

年間（ ～ 年）の平均年間発生回数（約 回）の約 倍となっています。

出典：気象庁 「大雨や猛暑日など（極端現象）の長期変化」より弊社作成
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（６）竜巻等の突風の発生状況
☞沖縄県は全国で 番目に多い地域となっています。
☞全国の月別発生確認数では 月が最も多く、前線
や台風等の影響を受ける 月から 月の５か月間
で全体の約 ％を占めるなど、季節による違いがみ
られます。

☞沖縄県での最近の事例は、 年 令和４年）
月 日に宮古島で突風が発生。ゴルフ場のネット
を支える支柱の損壊や、島内全域で約１万
世帯が停電するなどの被害が発生しました。

都道府県 件数

北海道 件

沖縄 件

高知県 件

宮崎県 件

秋田県 件

出典：気象庁 「竜巻等の突風データベース」より弊社作成

＜都道府県別発生確認数（ ～ 年）＞

☝ 年 月 日、気象庁は線状降水帯の発生を受けて沖縄県に「顕著な大雨に
関する情報」を発表しました。名護市では午前 ～ 時の 時間降水量 ㎜、那
覇市では午前 ～ 時の同降水量 ㎜を記録しました。（出典：気象庁 より
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第２章 防災
３．自然災害（地震）
（１） 年の都道府県別の震度観測回数（震度 以上）

☞国内では計 回（前年比＋ 回）観測され、最も多かったのは鹿児島県で 回、
沖縄県は 回（前年比▲ 回）と上位 番目の多さとなっています。

☞沖縄県の震度内訳は、震度４が 回（前年 回）、震度 が 回（前年 回）、震度 が
回（前年 回）、震度 が 回（前年 回）と、 年比では各震度で減少してい

ます。

出典：気象庁 「令和３年 月地震・火山月報（防災編）」より弊社作成

出典：気象庁 「地震発生のしくみ」より弊社作成

718

75

0

100

200

300

400

500

600

700

800

鹿
児
島
県

福
島
県

宮
城
県

岩
手
県

茨
城
県

北
海
道

東
京
都

千
葉
県

長
野
県

青
森
県

栃
木
県

和
歌
山
県

埼
玉
県

群
馬
県

静
岡
県

岐
阜
県

石
川
県

神
奈
川
県

熊
本
県

沖
縄
県

山
形
県

新
潟
県

山
梨
県

秋
田
県

宮
崎
県

広
島
県

大
阪
府

兵
庫
県

徳
島
県

京
都
府

岡
山
県

香
川
県

愛
媛
県

奈
良
県

島
根
県

高
知
県

富
山
県

長
崎
県

大
分
県

愛
知
県

福
岡
県

鳥
取
県

三
重
県

滋
賀
県

山
口
県

福
井
県

佐
賀
県

（２）日本付近のプレートの模式図

☞日本周辺では、複数のプレー
トによって複雑な力がかかって
おり、世界でも有数の地震多
発地帯となっています。

☞南西諸島の太平洋側には南
西諸島海溝（琉球海溝）
があり、海溝沿いに海溝型巨
大地震を引き起こすプレート
間の「固着域」があることが判
明しています。

（回）
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第２章 防災
３．自然災害（地震）
（３）沖縄県とその周辺で発生した主な被害地震

☞ 年の八重山地震津波では、津波により住民約 人が溺死し、家屋 棟余が
流出したといわれています。（明和の大津波）

☞ 年のチリ地震津波では、南米チリ沖で発生した地震による津波が約 日かけて太平洋を挟
んだ日本にも来襲し、沖縄県内でも死者が出るなど被害をもたらしました。

出典：地震調査研究推進本部 「沖縄県の地震活動の特徴」より弊社作成

西暦（和暦） 地域（名称） 県内の主な被害（カッコは全国での被害）

明和 ） 八重山地震津波 八重山列島と宮古列島で被害。溺死者約
人、家屋流失 棟余。

（明治 ） 沖縄島近海 死者 人、負傷者 人、家屋全半壊 棟

（明治 ） 奄美大島近海 （奄美、沖縄諸島で被害。死者 人、家
屋全壊 棟。）

（昭和 ） 宮古島北方沖の地震 死者 人。
（昭和 ） 与那国島近海 石垣島、西表島で被害。死者 人。
（昭和 ） 石垣島近海 死者 人、負傷者 人。

（昭和 ） （チリ地震津波） ー 死者 人、負傷者 人、建物全壊 棟。
（昭和 ） 台湾東方沖 与那国島で被害。死者 人、家屋全壊 棟。

1771.4.24 M7.4
「明和の大津波」
死者約12,000人
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第２章 防災
３．自然災害（地震）
（４）沖縄県による想定地震とその被害想定

☞沖縄県防災会議が作成した「沖縄県地域防災計画（令和 年 月修正 」において、沖縄県の
陸地部および周辺海域で発生するおそれがあるとする地震のうち、被害が大きいと想定されている
上位 つの想定地震は下表のとおりとなっています。

☞被害の大部分は津波に起因すると想定されています。

マグニ
チュード

予測最
大震度

死者 人
（津波）

全壊 棟
（津波）

断水 人
停電 軒

沖縄本島南東沖地震 連動 強

沖縄本島南東沖地震 弱

沖縄本島東方沖地震 弱

八重山諸島南方沖地震 連動 強

石垣島東方沖地震 強

出典：沖縄県 「沖縄県地域防災計画（令和 年 月修正）」より弊社作成

出典：地震調査研究推進本部 「確率論的地震動予測地図 九州・沖縄地方」より

沖縄県（宮古島・八重山地方・大東島地方除く） 沖縄県（宮古島・八重山地方）

☝政府の地震調査研究推進本部が 年 月に公表した「全国地震動予測地図 年版」によると、那
覇市泉崎で ％、宮古島市平良で ％、石垣市真栄里で ％となっています。（南海トラフ地
震の発生が想定されている高知県高知市では ％） 出典：Ｊ 「地震ハザードステーション」より

今後 年間に震度 弱以上の揺れに見舞われる確率

那覇市
20.8％

石垣市
14.9％

宮古島市
17.8％
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第２章 防災
３．自然災害（地震）
（５）沖縄本島および慶良間諸島沿岸域における最大クラスの津波浸水想定結果

☞「沖縄県地域防災計画（令和 年 月修正）」において、沖縄本島側の琉球海溝の想定モデ
ルを最大マグニチュード に設定した場合の津波浸水予測結果は、以下のとおりとなっています。

☞各予測地点（全 か所）における最大遡上高は約 メートルとなっており、最も高いと予
測されるのは名護市嘉陽の メートルとなっています。

☞各予測地点（同上）における津波到達時間は 分となっており、最も短いのは久米島町久
米島空港で 分となっています。

出典：沖縄県 「沖縄県地域防災計画（令和 年 月修正）」より弊社作成
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※「最大遡上高」とは、津波が到達する最も高い標高。（津波の高さではなく、地形など様々な
条件で変動する。次ページ図解参照。）

※「到達時間」とは、津波第 波のピークが沿岸の沖合に到達するまでの時間。
※同一市町村内で複数の予測地点がある場合は、最大遡上高が最も高い地点を採用した。
※予測条件や予測モデルなどの詳細については下記出典を参照。

津波到達時間

（ｍ） （分）
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第２章 防災
３．自然災害（地震）
（６）宮古・八重山諸島沿岸域における最大クラスの津波浸水想定結果

☞「沖縄県地域防災計画（令和 年 月修正）」において、琉球海溝の想定モデルを最大マグニ
チュード に設定した場合の津波浸水予測結果は、以下のとおりとなっています。

☞各予測地点（全 か所）における最大遡上高は約 メートルとなっており、最も高いと予
測されるのは西表島鹿川湾の メートルとなっています。

☞各予測地点（同上）における津波到達時間は 分となっており、最も短いのは石垣市平野
で 分となっています。
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最大遡上高 到達時間

出典：沖縄県 「沖縄県地域防災計画（令和 年 月修正）」より弊社作成

津波到達時間

（ｍ） （分）

出典：気象庁 「津波について」より
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第２章 防災
４．労働災害
（１）労働災害による死亡者数、死傷者数の推移（全国）

☞死亡者数は 人（前年比 人）と 年ぶりに増加となっています。
☞休業 日以上の死傷者数は 人で過去 年で最多となりました。（新型コロナウイルス感
染症の罹患による労働災害 人を除くと 人となり、前年比 人、 ％と
なる。）

出典：厚生労働省 「令和 年労働災害発生状況」より弊社作成
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休業 日以上の死傷者数

（人）

建設業 人

第三次産業 人

製造業
人

陸上貨物運送事業
人

農業・畜産・水産業
人

林業 人 その他 人

＜業種別内訳＞

（２）令和 年（ 年）における死亡災害発生状況（全国）
☞業種別では「建設業」が 人と全体の約 ％を占めています。
☞事故の型別では「墜落・転落」が 人と全体の約 ％を占めています。

墜落・転落
人

はさまれ・巻き込まれ
人

交通事故（道路）
人

激突され
人

崩壊・倒壊
人

飛来・落下 人

その他 人

＜事故の型別内訳＞

死亡者数
人

死亡者数
人

出典：厚生労働省 「令和 年労働災害発生状況」より弊社作成
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第２章 防災

事故の型 起因物 業種別 年齢 発生状況
墜落・転落 クレーン その他金属 歳以上 高さ のガーダからコンクリート床に墜落

墜落・転落 トラック 廃棄物処理 歳代 ごみ収集車スッテプから転落

墜落・転落 追突され その他土木 歳以上 旋回したドラグショベルに接触し擁壁から転落

高温・低温物の接触 高温低温環境 建築工事 歳代 月中旬、解体作業中の熱中症

その他 その他起因物 社会福祉 歳代 新型コロナウィルスり患によるもの

崩壊・倒壊 その他仮設物 港湾荷役 歳以上 倉庫の鉄扉ガ倒れ下敷きとなった

追突 締固め用機械 道路建設 歳代 ローラー後退時に切梁が後頭部に激突

高温・低温物の接触 高温低温環境 建築工事 歳代 月上旬、屋外作業による熱中症

追突 建築物・構築物 警備業 歳以上 ふ頭ゲート門扉付近で倒れているのを発見

爆発 炉・窯 クリーニング業 歳代 焼却炉内の爆発で扉が開き激突

墜落・転落 作業床・歩み板 その他建設 歳代 ヤード内で倒れているのを発見

その他 起因物なし 道路建設 歳代 トラック内で意識不明のところ発見

４．労働災害
（３）沖縄県の業種別死亡者数および休業 日以上の死傷者数の推移

☞ 年の「死亡者数」は 人と前年比 人増となりました。業種別では建設業が 割を占めて
います。

☞ 年の「休業 日以上の死傷者数」は 人となり、統計開始（ 年）以降最多と
なっています。（新型コロナウイルス感染症の罹患による労働災害 人を除くと 人となり、
前年比＋ 人、 ％増となる。）

出典： 沖縄労働局 「死亡災害、休業 日以上災害（年別、月別 」「沖縄県内における令和 年の労働災害発生状況」より弊社作成
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令和 年死亡災害発生状況

休業 日以上の死傷者数 （死傷者・人）

☝上記新型コロナウイルス感染症の罹患による労働災害 人は、 年に比べ約 倍 人）
となり、そのうち保健衛生業が ％を占めています。業種別内訳は次のとおり。
⇒保健衛生業 人、商業 人、製造業 人、接客娯楽業 人、建設業 人、その他 人
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第２章 防災
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代表的な言動の６つの類型 該当すると考えられる例

身体的な攻撃  殴打、足けりを行う。相手に物を投げつける。

精神的な攻撃  人格を否定するような言動を行う。
 必要以上に長時間にわたる厳しい叱責を繰り返し行う。

人間関係からの切り離し  特定の労働者を仕事から外し、長時間別室に隔離する。
 人の労働者に対し、同僚が集団で無視し職場で孤立させる。

過大な要求  新入社員に必要な教育を行わないまま、到底できないレベルの業務目標を
課し、達成できなかったことに対し厳しく叱責する。

過小な要求  管理職である労働者を退職させるため、誰にでも遂行可能な業務を行わせる。
 気に入らない労働者に対する嫌がらせのために仕事を与えない。

個の侵害  労働者の性的指向・性自認や病歴、不妊治療等の機微な個人情報について、
当該労働者の了解を得ずに他の労働者に暴露する。

出典： 沖縄労働局 「令和 年度個別労働紛争解決制度の施行状況」より弊社作成

（ ）民事上の個別労働紛争相談の主な内容別件数の推移 （沖縄県）

☝ 年 令和 年 月 日より、労働施策総合推進法に基づく「パワーハラスメント防止措置」が
中小企業の事業主にも義務化されました。

☝ 「パワーハラスメント」の定義
職場で行われる、①～③の要素全てを満たす行為をいいます。
①優越的な関係を背景とした言動
②業務上必要かつ相当な範囲を超えたもの
③労働者の就業環境が害されるもの
※客観的にみて、業務上必要かつ相当な範囲で行われる適正な業務指示や指導は該当しません。

☞ 年度は 件（前年度 件、 ％）となり増加しました。
☞上記のうち、「いじめ・嫌がらせ」が 件（前年度 件）と全体の ％を占め、

年連続で 位となっています。

出典： 沖縄労働局 「あかるい職場応援団」「パワーハラスメント防止措置リーフレット」より弊社作成
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第３章 防犯
１．概要

刑法犯 （ 年） ～

全国 沖縄県

☞認知件数：約 万件
（前年比▲ 万件、戦後最小）
☞検挙率： ％（前年比＋ ）

年連続で対前年
☞犯罪率： 人（人口 万人あたり）

☞認知件数： 件
（前年比▲ 件、 年連続減少）
☞検挙率： ０％（前年比▲ ）

過去 年間で 番目に高い
☞犯罪率： 件（全国 位）

☞特別法犯の総数： 人（前年比▲ 人）
直近 年で減少傾向が続いている

☞上記総数のうち約 ％を「道路交通法違反」が占めている。
☞道交法違反を除き最も多いのは「覚醒剤取締法」の ％。
「大麻取締法」の ％を含めると薬物犯罪が全体の約 ％を占める。

☞道交法違反では、「速度超過」が ％と最も多い。
次いで「酒気帯び・酒酔い」が ％、「無免許」が ％と、交通三悪が上位を占めている。

全国

居住地別飲酒運転検挙者数 （ 年）

全国

☞運転免許保有者 千人あたり： 件
（全国ワースト 位）

沖縄県

☞運転免許保有者 千人あたり： 件
（全国ワースト 位 和歌山県 件）

特別法犯 （ 年・ 年） ～
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第３章 防犯
２．刑法犯
（１）刑法犯認知件数・検挙件数の推移（全国）

☞ 年の「認知件数」は約 万件となり 年連続で戦後最小を更新しました。
☞ 年の「検挙率」は ％となり、 年連続で対前年を上回り増加傾向となっています。

出典： 警察庁 「 「犯罪統計資料（令和３年１～ 月分） 」より弊社作成

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

認知件数 検挙件数 検挙率
（％）（千件）

☝ 年および 年は、街頭犯罪認知件数において例年より大きな減少がみら
れることから、新型コロナウイルスに伴う緊急事態宣言等による外出自粛が影響して
いると考えられます。

出典： 警察庁 「 「犯罪統計資料（令和３年１～ 月分） 」より弊社作成

（２）刑法犯認知件数・検挙件数の推移（沖縄県）

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

認知件数 検挙件数 検挙率
（％）（件）

40



第３章 防犯
２．刑法犯
（３）刑法犯の都道府県別犯罪率（ 年）

☞都道府県別 万人あたり犯罪率（刑法犯認知件数÷人口）で最も高いのは大阪府の
件となっており、沖縄県は 件（ 番目）となっています。（全国平均 件）

出典： 警察庁 「犯罪統計資料（令和３年１～ 月分）」および総務省 「日本の統計 」より弊社作成
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第３章 防犯
２．刑法犯
（４）サイバー犯罪

☞新型コロナ感染症の感染拡大に伴うテレワークの実施やキャッシュレス決済の普及など、サイバー
空間は日常生活を含む様々な活動を営む場へと変化してきています。

☞警察庁では、サイバー空間における脆弱性探索行為等※の観測を行っており、センサーにおいて検
知したアクセス件数は年々増加しています。
※不特定多数の アドレスを対象とするサイバー攻撃の準備行為とみられています。

☞全国、沖縄県ともに 年のサイバー犯罪の検挙件数は前年より増加しており、全国において
は、過去最多の１万件超となりました。

☞ 年における「新型コロナ関連でサイバー犯罪が疑われる事案」は全国で 件となり、
年より▲ 件となりました。

（件 日・ アドレス）

出典： 警察庁 「令和３年におけるサイバー空間をめぐる脅威の情勢等について」、
沖縄県警察 「令和３年中のサイバー犯罪の検挙及び相談状況について」より弊社作成
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0
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6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
全国・検挙 沖縄県・検挙
検知アクセス数

詐欺
件

不審メール
件

個人情報等不正取得
件

業務妨害等
件

その他 件

計 件

＜新型コロナに関連するサイバー犯罪が疑われる事案＞＜サイバー犯罪の検挙件数と検知アクセス数＞

☝警察庁では、企業を対象としてサイバー犯罪の被害を警
察へ通報するよう呼び掛けています。

☝これは、警察においてサイバー犯罪の手口等の情報を集
約し、被害防止対策に活用することを目的としています。

☝このため、警察庁からの要請を受け、損害保険会社では
サイバー保険のお客様においてサイバー犯罪を認知した際
（保険事故が判明した際 は、警察への通報を促すことと
しています。

サイバー犯罪の被害は警察へ通報を！

出典： 警察庁
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第３章 防犯
３．特別法犯
（１）特別法犯の人数の推移（全国）

☞ 年の総数は 人（前年比▲ 人）となり減少傾向が続いています。
☞ 年の総数のうち約 ％を「道路交通法違反」が占めています。

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

道交違反を除く特別法犯 道交違反

（人）

出典： 法務省 「令和 年版 犯罪白書」より弊社作成

（２）特別法犯の罪名別構成比（全国・道交違反除く）
☞ 年で最も多いのは「覚醒剤取締法」の ％となっており、「大麻取締法」の ％を含め
た薬物犯罪が全体の約 ％を占めています。

☞近年、「覚醒剤取締法」は減少傾向にありますが、「大麻取締法」は増加傾向となっています。

出典： 法務省 「令和 年版 犯罪白書」より弊社作成

覚醒剤取締法

軽犯罪法

廃棄物処理法

入管法

大麻取締法
銃刀法自動車損害賠償保障法

児童買春・児童ポルノ禁止法

犯罪収益移転防止法

風営適正化法

その他の特別法

条例違反

総数
人
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第３章 防犯
３．特別法犯
（３）道路交通法違反件数（送致事件）の態様別構成比（全国）

☞ 年の構成比では、「速度超過」が ％と最も多く、次いで「酒気帯び・酒酔い」が
％、「無免許」が ％と、交通三悪（重大事故に直結する悪質・危険・迷惑性が高い）

が上位を占めています。

出典： 法務省 「令和３年版 犯罪白書」より弊社作成

出典： 「交通死亡事故の発生状況及び道路交通法違反取締り状況等について（ 年～ 年）」、
沖縄県警察 「平成 年版～令和 年版 交通白書ダイジェスト」より弊社作成

速度超過

酒気帯び・酒酔い

無免許
免許証不携帯信号無視

一時停止違反

その他
送致事件

件

（４）飲酒運転の検挙件数推移（全国・沖縄県）
☞直近 年間では全国は減少傾向にあり、沖縄県も 年をピークに減少傾向となっています。
☞しかしながら、依然として毎年 人以上が検挙されている状況であり、「飲酒運転根絶」は
沖縄県全体の社会課題であり続けています。

年 年 年 年 年 年 年 年

沖縄県（うち県民以外） 沖縄県（計） 全国

（全国・人） （沖縄・人）
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第３章 防犯
３．特別法犯
（５）居住地別飲酒運転検挙者数（ 年・沖縄県）

☞検挙者数で最も多いのは那覇市の 人。
☞人口千人あたり検挙件数で最も多いのは伊平屋村の 件。

☝ 年の都道府県別飲酒運転検挙数（運転免許保有者千人当たり）では、沖縄県が 件
でワースト１位となっており、ワースト 位和歌山県（ 件）の約 倍、全国平均（ 件）
の約 倍となっています。

順
位 市町村名 検挙

者数
人口千人当
検挙件数

伊平屋村

大宜味村

東村

名護市

うるま市

恩納村

嘉手納町

与那原町

宮古島市

多良間村

国頭村

読谷村

沖縄県内平均

沖縄市

伊是名村

宜野湾市

南城市

久米島町

西原町

宜野座村

浦添市

順
位 市町村名 検挙

者数
人口千人当
検挙件数

糸満市

与那国町

中城村

那覇市

豊見城市

八重瀬町

石垣市

金武町

北中城村

北谷町

南風原町

竹富町

伊江村

本部町

ー 渡嘉敷村

ー 座間味村

ー 栗国村

ー 渡名喜村

ー 南大東村

ー 北大東村

ー 今帰仁村

出典：沖縄県警察 「令和 年版交通白書ダイジェスト」より弊社作成

出典： 警察庁 「令和２年の犯罪」および「運転免許統計（令和３年版）」より
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第４章 健康
１．概要

平均寿命（全国： 年・沖縄： 年）

☞男性： 歳（ 年比＋ 歳）

☞女性： 歳（ 年比＋ 歳）

全国
☞男性： 歳（ 年比＋ 歳）

都道府県別順位 位（前回 位）
☞女性： 歳（ 年比＋ 歳）

都道府県別順位 位（前回 位）

沖縄県

健康寿命（ 年）

☞男性、女性ともに平均余命の伸びとともに「不健康な期間」も伸びている

沖縄県

＜男性＞
平均余命： 年（ 年比＋ 年）
健康寿命： 年（ 年比＋ 年）
不健康な期間： 年（ 年比＋ 年）

＜女性＞
平均余命： 年（ 年比＋ 年）
健康寿命： 年（ 年比＋ 年）
不健康な期間： 年（ 年比＋ 年）

※平均余命は沖縄県が「健康寿命の算定プログラム」により算出したものであるため、厚労省の平均寿命とは一致しない。

年齢階級別の年齢調整死亡率（ 年）

☞男性： 人
☞女性： 人

全国
☞男性： 人（全国 位）
☞女性： 人（全国 位）
☞ ～ 歳の階級別では、都道府県
別ワースト ～ 位で「早世」が他都
道府県に比べて顕著に高い

沖縄県

特定検診・特定保健指導（ 年度） ～

☞特定検診受診率 ： ％
☞保健指導実施率 ： ％
☞メタボ該当者割合 ％

全国

特定検診受診率： ％（全国 位）
保健指導実施率： ％（全国 位）
メタボ該当者率： ％（同ワースト 位）

沖縄県
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第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（１）男性の平均寿命の推移（全国、沖縄県）

☞全国および沖縄県ともに平均寿命は上昇し続けていますが、 年以降、沖縄県の平均寿命
は全国を下回っています。

☞都道府県別順位においても、 年に 位から 位へ大幅に下がり（ ショック 、 年に
は 位となっています。

1

11

21

31

41

70

75

80

85

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

（歳）

全国（男） 沖縄県（男） 沖縄県（男）順位

都道府県別順位

1

11

21

31

41

年 年 年 年 年 年 年 年 年

（歳）

全国（女） 沖縄県（女） 沖縄県（女）順位

都道府県別順位

（位）

（位）

（２）女性の平均寿命の推移（全国、沖縄県）
☞全国および沖縄県ともに平均寿命は上昇し続けており、沖縄県が全国を上回って推移しています
が、その差は縮小傾向となっています。

☞都道府県別順位においては、 年まで 位を維持していましたが、 年、 年と連続
して下がっています。

出典： 厚労省 「第 回生命表（完全生命表）の概況」および「平成 年都道府県別生命表の概況」より弊社作成

※ 年（令和 年）の公表データは全国のみ
（ 現在）
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第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（３）沖縄県の健康寿命

☞ 年から 年にかけて、男性の平均余命は 年（ 年→ 年 、女性は
年（ 年→ 年）伸びています。

☞一方、同期間の健康寿命（「日常生活動作が自立している期間」の推定値）の伸びは、男性
が 年（ 年→ 年）、女性が 年（ 年→ 年）といずれも平均
余命の伸びを下回っており、平均余命の伸びとともに「不健康な期間（日常生活動作が自立して
いない期間）」も伸びています。

男性

女性

平均余命と健康寿命（ － 年）

平均余命 年 平均余命 年 健康寿命 年 健康寿命 年

出典： 健康おきなわ 「沖縄県市町村別健康指標 Ⅱ健康寿命（ 年）」より弊社作成

男性

女性

～ 年変化

平均余命 健康寿命 不健康な期間

（年）

（年）

平均余命

健康寿命

平均余命

健康寿命

～ 健康日本 （第 次） ～
☝政府は、「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針」に基づき、 ～ 年
度までの 年間で「 世紀における第 次国民健康づくり運動（健康日本 （第 次））」を推進
しています。本運動の具体的な目標の一つに、「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」を掲げています。

～ 健康おきなわ （第 次） ～
☝沖縄県は、 年 月に「 年に男女とも平均寿命日本一」を長期的な目標とした「健康おきなわ

（第 次）」を策定し、 ～ 年度までの 年間を計画期間として各種施策を推進していま
す。本計画の全体目標は「①平均寿命の延伸」「②健康寿命の延伸」「③早世の予防」となっており、全
体目標の指標の一つとして、「健康寿命と平均寿命の差（不健康な期間）の縮小」を掲げています。

※平均余命は沖縄県が「健康寿命の算定プログラ
ム」により算出したものであるため、厚労省発表の
平均寿命とは一致しない。
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第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（４）年齢階級別の年齢調整死亡率（ 年（平成 年）・人口 万対）

☞総数においては、男性は全国 人に対して沖縄県 人（ 位）と上回っており、女
性は全国 人に対して沖縄県 人（ 位）と下回っています。

☞年齢階級別においては、沖縄県は男性、女性ともに ～ 歳の「働き盛り世代」において都道
府県別ワースト１～ 位となっており、早世（ 歳未満の死亡）が他都道府県と比べて顕著に
高い状況となっています。

出典： 「人口動態統計特殊報告 平成 年 都道府県別年齢調整死亡率 全死因・男女別」より弊社作成

年齢階級
男性 女性

年齢調整死亡率（人） 都道府
県順位

年齢調整死亡率（人） 都道府
県順位全国 沖縄 全国 沖縄

総数
－ 歳
－ 歳
－ 歳
－ 歳

－ 歳
－ 歳
－ 歳
－ 歳
－ 歳
－ 歳
－ 歳
－ 歳
－ 歳
歳以上

＜年齢調整死亡率＞
年齢構成の異なる地域間や年次間で死亡状況の比較ができるように、年齢構成を調整し揃えた死
亡率のこと。この年齢調整死亡率を用いることによって、年齢構成の異なる集団について、年齢構成
の相違を気にすることなく、より正確に地域比較や年次比較をすることができます。
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第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（５）主な死因別の年齢調整死亡率（ 年（平成 年）・人口 万対）

☞男女ともに、「⑧肝疾患」が都道府県別でワースト 位となっています。
☞男性は、「①悪性新生物（結腸がん、直腸 状結腸移行部及び直腸がん）」「⑥自殺」「⑩高
血圧性疾患」「⑪結核」が他都道府県と比べて高くなっています。

☞女性は、「①悪性新生物（子宮がん）」「⑨糖尿病」が都道府県別でワースト 位となっていま
す。

出典： 「人口動態統計特殊報告 平成 年都道府県別年齢調整死亡率」より弊社作成

死因
男性 女性

年齢調整死亡率 都道府
県順位

年齢調整死亡率 都道府
県順位全国 沖縄 全国 沖縄

①悪性新生物
気管支・肺がん

結腸がん
直腸 状結腸・直腸

膵
胃がん

子宮がん
乳がん

前立腺がん

－
ー

－
ー

－
ー

ー ー ー
②心疾患（高血圧性除）

急性心筋梗塞
虚血性心疾患

心不全
③脳血管疾患

脳内出血
脳梗塞

くも膜下出血
④肺炎
⑤不慮の事故
⑥自殺
⑦腎不全
⑧肝疾患
⑨糖尿病
⑩高血圧性疾患
⑪結核
⑫老衰
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第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（６）全年齢の死因別死亡者数（ 年（平成 年）－ 年（令和 年）年比較）

☞年間死亡者数合計は 人増加しています。
☞ 年、 年ともに「①悪性新生物」が男女ともに最も多い死因となっています。
☞死因別でみると、「④肺炎」については、男女ともに死亡者数および構成割合の双方が減少・低下
しています。

☞一方、「⑦腎不全」「⑧肝疾患」「⑩高血圧性疾患」は、男女ともに死亡者数および構成割合の双
方が増加・上昇しています。

出典： 「人口動態調査 年 月 保管第 表 死亡数、性・死因・都道府県別」、
「人口動態調査 年 月 保管第 表 死亡数，死因・性・都道府県別」より弊社作成

死因
男性 女性 合計
年 年 年 年 年 年 合計差

①悪性新生物 ＋

②心疾患
（高血圧性除）

③脳血管疾患

④肺炎 ▲

⑤不慮の事故 ＋

⑥自殺 ▲

⑦腎不全

⑧肝疾患 ＋

⑨糖尿病 ＋

⑩高血圧性疾患 ＋

⑪結核 ＋

⑫老衰 ＋

⑬その他 ＋

合計 ＋

（上段：人数、下段：構成割合）
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第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（７）主な死因（悪性新生物）における死因簡単分類構成割合（ 年）

☞男性、女性ともに「気管・気管支・肺」と「結腸」が全体の約 ％～ ％を占めています。
☞女性は、女性特有のがん（乳房、子宮、卵巣）が全体の約 ％を占めており、悪性新生物
を死因とする人のうち 人に 人が女性特有のがんで死亡していることになります。

気管・気管支・肺
人

結腸 人

胃 人

肝・肝内胆管
人

膵
人

前立腺
人

直腸Ｓ状結腸
人

その他 人

＜男性＞

死亡者数
人

結腸 人

気管・気管支・肺
人

膵 人

乳房 人
子宮
人

胃
人

肝・肝内胆管
人

卵巣
人

その他 人

＜女性＞

死亡者数
人

出典： 「人口動態調査 年 月 保管第 表 死亡数，都道府県・死因・性・年齢（５歳階級）別」より弊社作成

（８）主な死因（肝疾患）における死因簡単分類構成割合（ 年）
☞男性は「アルコール性肝疾患」が全体の約 ％を占めています。
☞「アルコール性肝疾患」による死亡者数を 年※と比較すると、男性は 人⇒ 人
（＋ 人）、女性は 人⇒ 人（＋ 人）と、男女ともに増加しています。
※2015年は「肝疾患」の年齢調整死亡率（人口 万対）が男女とも全国ワースト 位

アルコール性肝疾患
人

肝硬変 人

＜男性＞

死亡者数
人

肝硬変 人アルコール性肝疾患
人

＜女性＞

死亡者数
人
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第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（９）主な死因（不慮の事故）における死因簡単分類構成割合（ 年）

☞男性、女性ともに「窒息」、「転倒・転落・墜落」、「交通事故」が上位を占めています。
※本項の交通事故死亡者数は厚労省の公表数値であり、警察庁の公表数字とは一致しない。

（ ）主な死因（高血圧関連疾患）における死因簡単分類構成割合（ 年）
☞血圧が強く関与している特徴を有する疾患を「高血圧関連疾患」として取りまとめた結果は、下表
のとおりとなっています。

☞男性、女性ともに「脳梗塞」が最も多く約 ％を占めています。
☞男性は、「脳内出血」 「その他の虚血性心疾患」の構成割合が高く、女性は、「大動脈瘤・解
離」「高血圧性疾患」「くも膜下出血」において男性より死亡者数が多くなっています。

出典： 「人口動態調査 年 月 保管第 表 死亡数，都道府県・死因・性・年齢（５歳階級）別」より弊社作成

死因 男性 女性 合計

脳梗塞 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）
脳内出血 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）
その他の虚血性心疾患 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）
急性心筋梗塞 人（ ％） 人（ ％） 人（ ％）

大動脈瘤・解離 107人（10％） 110人（13％） 217人（11％）
高血圧性疾患 70人（6％） 97人（11％） 167人（9％）
くも膜下出血 41人（4％） 58人（ 7％） 99人（ 5％）
合 計（ ％） 1,104人 852人 1,956人

53

窒息
人

転倒・転落・墜落
人

交通事故
人

溺死・溺水
人

有害物質による中
毒・曝露 人

その他 人

＜男性＞

転倒・転落・墜落
人

窒息
人

交通事故
人

溺死・溺水
人

有害物質による中毒・
曝露 人

その他 人

＜女性＞

死亡者数
人 死亡者数

人



第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況

（ ） 歳～ ４歳の主な死因別死亡者数と全年齢との比較（ 年 ー 年）

☞全体合計では、全年齢で 人増加しているのに対して 歳～ 歳は 人減少しており、
全年齢に占める死亡者数の構成割合も低下しています。

☞ 歳～ 歳の死亡者数は、男性が女性の 倍以上（全体の約 ％）となっています。
☞ 歳～ 歳のさらなる死亡者数の減少に向けて、死亡原因の多くを占めると考えられているリスク
（生活習慣病）の予防・改善および各種検診の受診率向上が課題となっています。

全年齢（ 抜粋） （単位：人）

出典： 「人口動態調査 年 月 保管第 表 死亡数、性・年齢（５歳階級）・死因・都道府県別」、
「人口動態調査 年 月 保管第 表 死亡数，都道府県・死因・性・年齢（５歳階級）別」より弊社作成

死因
男性 女性 合計

年 年 年 年 年 年 合計差

悪性新生物 ％ ％ ％ ％ ％ ％
▲

心疾患
（高血圧性除） ％ ％ ％ ％ ％ ％

▲

肝疾患 ％ ％ ％ ％ ％ ％
＋

脳血管疾患 ％ ％ ％ ％ ％ ％
▲

自殺 ％ ％ ％ ％ ％ ％
▲

全体合計
（上記以外含） ％ ％ ％ ％ ％ ％

▲

死因
男性 女性 合計
年 年 年 年 年 年 合計差

悪性新生物 ＋
心疾患
（高血圧性除）

肝疾患 ＋
脳血管疾患
自殺 ▲
全体合計
（上記以外含） ＋

歳～ 歳 （上段：人数、下段：当該死因全年齢に占める構成割合）
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～特定健康健診の実施（受診）率について～
☝各保険者は、厚生労働大臣が定める「特定健康診査等基本方針」に即して、 年を 期とした「特定健康診
査等実施計画」を定めることとなっています。（「高齢者の医療の確保に関する法律」第 条）

☝国おいて、第三期計画期間（ ～ 年度）における保険者ごとの特定健診実施率目標が示されてお
り、沖縄県においても同目標達成に向け各保険者が関係機関と連携しながら取り組みを推進しています。

第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（ ）特定健康診査の受診率および都道府県順位の推移

☞全国、沖縄県ともに受診率は上昇傾向となっていますが、近年、沖縄県の上昇スピードが鈍化し
ており、都道府県順位は 年度以降低下しています。

※「市町村国保」以外の保険者は 年度実績。

出典： 厚労省 「特定健康診査・特定保健指導の状況（都道府県別一覧）」より弊社作成
沖縄県 「第三期沖縄県医療費適正化計画（平成 年 月）」 より弊社作成

沖縄県
（ 年度） 市町村国保 協会けんぽ 国保組合 健保組合 共済組合 保険者計

（船員保険含）

受診者数 人 人 人 人 人 人

受診率※ ％ ％ ％ ％ ％ ％
年度

実施率目標 ％以上 ％以上 ％以上 ％または ％以上 ％以上

＜保険者別の受診者数・受診率・実施率目標＞

～特定健康診査～
☝ 年 月より、医療保険者は「高齢者の医療の確保に関する法律」に基づき、「特定健康診査」および「特
定保健指導」の実施が義務付けられました。

☝ 「特定健康診査」は、日本人の死亡原因の約 割を占める生活習慣病の予防のため、メタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群）該当者および予備軍を減少させることを目的としており、 ０歳以上 歳未満のすべて
の被保険者・被扶養者が対象となっています。

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

（％）

沖縄県 全国 沖縄県順位

都道府県別順位
全国

沖縄県

（位）
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第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（ ）特定保健指導の実施率および都道府県順位の推移

☞直近 年間において、沖縄県は全国を上回って推移しており、都道府県別でみても 年度
以降は ～ 位で推移しています。

☞沖縄県の 年度実施率 ％を保険者種別でみると、市町村国保が ％となっている
のに対し、全国健康保険協会（協会けんぽ）や健康保険組合は ％台にとどまっています。

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

（％）

沖縄県 全国 沖縄県順位

都道府県別順位

沖縄県

全国

（位）

～特定保健指導の実施率について～
☝特定健康診査と同様、国おいて、第三期計画期間（ ～ 年度）における保険者ごとの特定保健
指導実施率目標が示されています。

～特定保健指導～
☝特定健康診査の受診後、メタボリックシンドロームのリスク数に応じて生活習慣の改善が必要な人に対し、保健
師等が行う保健指導のこと。

☝ 特定保健指導は、リスク数に応じて「動機付け支援」と「積極的支援」の２コースがあります。
＜動機付け支援＞ 保健師等とともに改善策を決め、 か月後に成果を確認する。
＜積極的支援＞ 保健師等とともに改善策を決めた後、 ～ か月程度の継続的なサポートが行われる。

沖縄県
（ 年度） 市町村国保 協会けんぽ 国保組合 健保組合 共済組合 保険者計

（船員保険含）

指導終了者 人 人 ー 人 人 人
実施率 ％ ％ ー ％ ％ ％

年度
実施率目標 ％以上 ％以上 ％以上 総合 ％

単一 ％ ％以上 ％以上

出典： 厚労省 「特定健康診査・特定保健指導の状況（都道府県別一覧）」より弊社作成
沖縄県 「第三期沖縄県医療費適正化計画（平成 年 月）」 より弊社作成

＜保険者別の特定保健指導の受診者数・実施率・実施率目標＞

56



第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（ ）特定健康診査におけるメタボリックシンドローム該当者割合の推移

☞直近 年間において、沖縄県は全国を上回って推移しており、都道府県別ワースト ～ 位
で推移しています。

☞沖縄県の 年度の該当者割合は ％となっており、特定健診を受けた人の 人に 人
が該当していることになります。（ 年度該当者数： 人）

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

（％）

沖縄県 全国 沖縄県ワースト順位

都道府県別順位
沖縄県

全国

（位）

出典： 厚労省 「メタボリックシンドロームの状況（都道府県別一覧）」より弊社作成

年 年 年 年 年 年 年

（％）

沖縄県（男性） 全国（男性） 沖縄県（女性） 全国（女性）

出典： 国立がん研究センターがん情報サービス「がん登録・統計」
「国民生活基礎調査による都道府県別喫煙率データ」より弊社作成

（ ）都道府県別喫煙率の推移（ 年～ 年）
☞沖縄県の 年は、男性が全国 位（低い率から 、女性が同 位（同じ）となって
おり、女性の喫煙率が他都道府県と比べて高い状況となっています。

全国（男）

沖縄県（男）

全国（女）

沖縄県（女）
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第４章 健康
２．沖縄県民の健康状況
（ ）定期健康診断における「有所見率」の推移

☞ 年の沖縄県は ％（前年比＋ ポイント）と、 年の統計開始以降の
最高値を更新し、 年連続で都道府県別ワースト 位となっています。
（受診者数： 人、有所見者数 人）

☞ 年の全国平均 ％（前年比＋ ポイント）との差は ポイント、最も低い
滋賀県 ％とは ポイントの開きがあります。

出典： 厚労省 「定期健康診断実施結果（都道府県別）」より弊社作成

（ ）定期健診有所見率の健康項目別・業種別状況（令和 年（ 年））
☞健康項目別においては、生活習慣病に関連する各項目において全国平均を大きく上回っています。
☞業種別の県内ワースト 業種は以下のとおりとなっています。

健康項目 沖縄県 全国平均

血中脂質 ％ ％
血圧 ％ ％
肝機能 ％ ％

出典： 沖縄労働局 「令和 年職場における定期健康診断実施結果（速報値）について」より弊社作成
厚労省 「定期健康診断実施結果（業種別）」より弊社作成

業種 沖縄県 全国平均

製造業 ％ ％
建設業 ％ ％
運輸交通業 ％ ％

☝ 年の結果を受け、沖縄労働局では、「健康状態が悪いと、労災事故にもつながりやすく
事業経営にも直結する問題」「医療費など次世代への負担を考えても、由々しき状況だ」と警
鐘をならした上で、「かつて長寿県と呼ばれた沖縄を取り戻す取り組みを進めなければならない」
と呼び掛けています。
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保険の普及状況
１．損害保険
（ ）沖縄県の任意自動車保険普及率（ 年 月末）

☞主な補償種目において、沖縄県の普及率は全国ワースト 位となっています。

（２）沖縄県の任意自動車保険・自動車共済の対人賠償普及率（ 年 月末）
☞対人賠償保険の普及率（任意保険＋共済） ％は全国ワースト 位となっており、沖縄県
内における自動車の約 台に１台（約 台）は自動車保険に未加入となってます。

補償種目 沖縄県 全国平均 都道府県 位
対人賠償 ％（ 位） ％ 大阪府 ％
対物賠償 ％（ 位） ％ 大阪府 ％
車両保険 ％（ 位） ％ 愛知県 ％

（カッコは都道府県順位）

補償種目 沖縄県 全国平均 都道府県 位
任意自動車保険 ％（ 位） ％ 大阪府 ％
自動車共済 ％（４位） ％ 島根県 ％
保険・共済計 ％（ 位） ％ 富山県 ％

（カッコは都道府県順位）

出典： 損害保険料率算出機構 「自動車保険の概況（ 年度）」より弊社作成

～交通事故高額賠償判決例（人身事故）～

認定総損害額 態様 事故年月日
被害者

裁判所
性別・年齢 職業

億 万円 死亡 男・ 歳 眼科 横浜地裁
億 万円 後遺 男・ 歳 公務員 札幌地裁

億 万円 後遺 男・ 歳 コンサルタント 横浜地裁

＜全国＞

＜沖縄県＞

認定総損害額 態様 事故年月
被害者

性別・年齢 職業
億 万円 後遺 女・ か月 乳児
億 万円 後遺 男・ 歳 会社員
億 万円 後遺 男・ 歳 大学生

出典： 日本損害保険協会沖縄支部「自動車保険ちらし（ 年 月）」より弊社作成

出典： 損害保険料率算出機構 「自動車保険の概況（ 年度）」より弊社作成
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保険の普及状況
１．損害保険

（４）沖縄県の水災補償付帯率（ 年 月末）
☞ 年度付帯率は全国平均で ％（前年度▲ ポイント となり、 年度以降

年連続して減少しています。
☞沖縄県は ％（前年度▲ ポイント）と全国平均を上回っているものの、 年度
以降 年連続して減少しています。

（３）沖縄県の地震保険付帯率・世帯加入率（ 年 月末）
☞ 年度付帯率は全国平均で ％（前年度＋ ポイント となり、 年度以降

年連続して増加し、統計開始（ 年度）以降で過去最高となっています。
☞沖縄県の付帯率は ％（前年度＋ ポイント）と 年連続して増加し、統計開始
（ 年度）以降で過去最高となったものの、全国ワースト 位となっています。

補償種目 沖縄県 全国平均 都道府県 位

水災補償付帯率 ％（ 位） ％ 徳島県 ％

（カッコは都道府県順位）

補償種目 沖縄県 全国平均 都道府県 位

付帯率 ％（ 位） ％ 宮城県 ％

世帯加入率 ％（ 位） ％ 宮城県 ％

（カッコは都道府県順位）

出典： 損害保険料率算出機構 「火災保険・地震保険の概況（ 年度版）」
「火災保険 都道府県別 水災補償付帯率」より弊社作成

※地震保険は火災保険（主契約）とあわせて契約する必要があります。
※「付帯率」 ・・・当該年度中に契約された火災保険（住宅物件）に地震保険が付帯されている割合
※「世帯加入率」・・・各都道府県の世帯数に対する地震保険保有契約件数の割合

※「水災補償」は火災保険（主契約）とあわせて契約する必要があります。
※「付帯率」・・・当該年度末時点で有効な火災保険（住宅専用建物）のうち、水災を補償している

契約件数の割合

～地震保険金支払状況（上位４地震）～

出典： 日本地震再保険 「地震再保険金支払状況」より弊社作成

地震等の名称 発生日 支払契約件数 支払保険金
東北地方太平洋沖地震 件 兆 億円
熊本地震 件 億円
福島県沖を震源とする地震 件 億円
大阪府北部を震源とする地震 件 億円

「 年 月 日現在」
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保険の普及状況
２．生命保険

（２）個人保険の保有契約状況（ 年 月末）

☞ 件当たりの保険金額は、全国、沖縄県ともに前年度より減少しています。これは、近年の死
亡保障を抑えて医療保障を充実させる傾向が反映されていると考えられます。

☞ 世帯当たりの加入件数は、全国、沖縄県ともに前年度より微増となっています。
☞ 世帯当たりの保険金額は、全国、沖縄県ともに前年度より減少しています。これは、 世帯
当たりの加入件数は伸びているものの、前述のとおり 件当たり保険金額が減少している影響
によると考えられます。

☞沖縄県の 世帯当たりの加入件数と保険金額は全国最下位となっています。

出典： 生命保険協会 「 年版 生命保険の動向」より弊社作成

沖縄県 全国平均 都道府県
件当たりの

保険金額
万円（ 位）

（前年比▲ 万円）
万円

前年比▲ 万円 東京県 万円

世帯当たりの
加入件数

件（ 位）
（前年比＋ 件）

件
前年比＋ 件 福井県 件

世帯当たりの
保険金額

万円（ 位）
（前年比▲ 万円）

円
前年比▲ 万円 福井県 万円

※個人年金保険、 共済は除く。

（カッコは都道府県順位）

48,000

50,000

52,000

54,000

56,000

58,000

60,000

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

（万件）

保有金額（契約高） 保有契約数

（億円）

（１）沖縄県における個人保険の保有契約推移（年金・団体除く）

☞直近 年間において、保有契約数は年々増加しており、保有金額（契約高）についても
年度以降年々増加しています。

出典： 生命保険協会 「生命保険事業概況地方別統計表」より弊社作成
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当社の取り組み
１．交通安全に関する主な取り組み
（１）交通安全講習会（自動車ロスプリベンション・サービス）

☞交通安全に精通した専門の講師や当社社員により、企業や団体等の従業員および高校や大学等
の学生の皆様を対象として、無償で交通安全講習会を開催しています。

☞講習会においては、県内の交通事故データやドライブレコーダーの事故映像等を活用して、交通事故
の実態や危険回避の方法、飲酒運転根絶等の啓発に取り組んでいます。

業種 年度 年度 年度 年度 年度

バス・タクシー 回 回 回 回

医療法人・病院 回 回 回 回

学校 回 回 回 回
官公庁 回 回 回 回
警察・交通関係団体等 回 回 回 回

その他（企業等） 回 回 回 回

合 計 回 回 回 回

＜交通安全講習会の実施状況＞

（２）那覇市へのランドセルカバーの寄贈
☞当社と（株）旭堂で共同し、登校に不慣れな
新小学 年生の交通安全支援を目的として、
那覇市へランドセルカバーを寄贈しています。

☞本取り組みは 年より実施しており、
年で 回目となります。

（３）『 ！なび』アプリの提供
☞ 年 月より、スマートフォンアプリ
『 ！なび』と『かぞく見守りサイト」
のサービス提供を開始しました。

☞主な機能として、ドライブレコーダー付きの
運転診断機能や事故・故障時のサポート
機能、ドライバー適正チェック機能が実装さ
れています。

☞本アプリの各種機能を活用し、交通事故
削減につながる取り組みを推進していきま
す。

(左から) 上間 大同火災会長（当時）・与那城署長
中曽根旭堂社長・城間那覇市長
阿波連大同火災常務・デイゴーマン

＜感謝状贈呈式 の様子＞
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当社の取り組み
２．防災に関する主な取り組み
（１）那覇市との『大津波における一時避難施設としての使用に関する協定』の締結

＜協定締結式の様子＞

☞ 年 月、那覇市と当社との間で「津波緊急一時避難施
設協定書」を交わしました。

☞ この協定により、当社は大津波警報発令時の一時避難施設と
して本社ビル 階フロアを那覇市へ提供することとなっていま
す。

＜大同火災本社ビル＞

（２）（株）ハリケーン・ファブリック・ジャパン社との業務提携
☞ 年 月、台風に対する防災・減災対策の普及推進を目的として業務提携を結びました。

窓ガラスに設置されたハリケーン・ファブリックの様子

☞ハリケーン・ファブリックとは、トランポリンの生地を
使った防風スクリーンです。

☞ ％ポリプロポリンのモノフィラメント織物で何
千もの糸を高密度で編んでいるため、極めて強
い生地で出来ており、台風の風や飛来物の被
害から建物を守ります。

☞当社では、過去の台風でガラス損害が発生した
ご契約者へ、事故再発防止策としてハリケーン・
ファブリック製品のご案内を行っています。

☞また、ハリケーン・ファブリックなどの防風スクリーン
を設置している事業用建物については、当社の
火災保険契約の保険料において「台風対策割
引」を適用することができます。

☝ ハリケーン・ファブリックは、 国際建築基準）やアメリカのハリケーン常襲地域であるフロリダ州、テキサス州
の建築基準をクリアしています。沖縄県内においは、石垣島や宮古島で先行して普及しはじめ、近年は沖縄
本島でもホテルや金融機関、病院、商業施設、集合住宅、個人住宅などで普及してきています。

上間 大同火災会長 当時 右から 番目
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当社の取り組み
２．防災に関する主な取り組み
（３） 法人日本防災士会沖縄県支部との

「防災・減災にかかる連携・協力に関する協定」の締結

＜協定式の様子＞☞ 年 月、地域のあんしん・あんぜんに寄
与することを目的として、防災・減災にかかる連
携・協力に関する協定を締結しました。

☞具体的な取り組みとして、「防災士の育成」、
「あんしんあんぜんなまちづくりの推進」、「自然
災害にかかる防災減災活動」などについて、連
携・協力して取り組むこととなっています。

☞当社では、災害リスクに関する提供サービスの品
質向上を図るため、社員の防災士資格取得を
推奨しています。

年 月末現在の資格認定者： 名
※ 防災士とは、 法人日本防災士機構より認証登

録を受けた資格者のこと。 古堅 沖縄県支部長 ・ 濱田 大同火災副社長（当時）

（ ）那覇市消防局との「連携協定書」の締結

☞ 年 月、那覇市民が安全・安心に暮らせる地域社会づくり
に寄与することを目的として、連携協定書を締結しました。

☞具体的な取り組みとして、当社の「 なび」アプリに
「応急手当事前学習」と「応急手当サポートナビ機能」を掲載し、

年 月にリリースしました。

☞万が一交通事故に遭った際、救急車が到着するまでの適切な
応急手当の対応手順などが学習できます。

島袋 那覇市消防局長（当時） 阿波連 大同火災常務

＜オンライン協定式の様子＞

「 なび」アプリ画面
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当社の取り組み
３．健康に関する主な取り組み
（１）健康経営の実現に向けた取り組み ～従業員一人ひとりがイキイキと働き続ける会社を目指して～

☞ 年 月、当社の健康増進に関する取り組みが国
の定める基準を上回ることが認められ、経済産業省が
主催する「健康経営優良法人 （大規模法人
部門）」に認定されました。

☞第 回目となる 年認定では、全国で大規模法
人部門に 法人が、中小規模法人部門に

法人が認定されています。

（ 年 月 日現在）

「健康経営優良法人
（大規模法人部門）」の認定取得

☞ 年 月、社内に「健康経営推進検討プロジェクトチーム」を設置し、健康を阻害している要因であ
ると思われる「①不規則な生活習慣」「②運動不足」「③過度なアルコールの摂取」の改善に向け、取り
組みを推進してきました。 年度に取組施策の見直しを行い、健康経営の推進に向けて取り組み
を強化しています。

☞これらの取り組みについては、労使双方からなる「ゆとり創造委員会」を中心として各施策の サイク
ルを管理し、継続的な改善に取り組んでいます。

からだの健康 こころの健康

健康経営宣言（社内・社外） 産業カウンセラーの活用健康診断の ％受診

ゆとり創造委員会のフォローアップ

ノー残業デーの徹底

健康に関する情報発信

ストレスチェック制度の実施

メンタルヘルス研修制度

コンテスト

健康診断の集約・改善・目標設定

特定保健指導（ ％利用）

禁煙への取り組み

徒歩通勤の推奨

こころの健康づくりハンドブック配布

認定期間： 年 月 日～ 年 月 日

テレワーク（在宅勤務）導入
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当社の取り組み
３．健康に関する主な取り組み
（２）「適正飲酒推進優良事業者」の認定（「１９３（いっきゅうさん）運動」の展開）

☞ 年 月、那覇地区安全な街づくり推進
協議会より、「適正飲酒推進優良事業者」の
認定を受けました。

☞ 認定証は、 年 月に県と県警、県教
育委員会が実施した適正飲酒を推進する共
同宣言に基づくものであり、当社が県内認定
第 号の事業者となりました。

☞ 認定にあたっては、当社の適正飲酒を推進する
取り組みである「 運動」が評価されました。

＜ （いっきゅうさん）運動＞
会社の懇親会は１次会まで
月～木曜日の懇親会は午後９時まで
月～金曜日の間で３日は休肝日を設ける

＜認定証交付式の様子＞

（３）「おきなわ健康経営プラス１プロジェクト」への参画
☞ 年３月、沖縄総合事務局とプロジェクト参画企業 とで、県内企業が健康経営で連携する取り
組み「おきなわ健康経営プラス１プロジェクト」を発足させました。（ 年 月末現在： 社）

☞本プロジェクトでは、各参画企業が「プラス１」の活動を実施することで、沖縄県民の皆様へ健康保持・
増進にかかる波及効果を高め、沖縄県の健康長寿復活や健康経営を推進する企業の最大化（すそ
野拡大）を目指します。

☞当社は、「プラス１」の取り組みとして『この島のあんしん・あんぜん白書（本白書）』の発刊をとおして
広く県民の皆様へ健康に関する情報を提供していきます。

＜発足記者会見の様子＞

左から 人目 濱田 大同火災副社長（当時）

㈱琉球新報社提供（前列右端 上間 大同火災会長 当時）
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付録 各分野の主な行事
行政機関等における主な週間・月間行事（ 年）

出典： 各主催者 より弊社作成

分類 主催 名称 期間

交通安全

内閣府・警察庁等
府省庁、都道府

県、市区町村、関係
団体

春の全国交通安全運動 月 日～ 月 日

秋の全国交通安全運動 月 日～ 月 日

沖縄県交通安全推
進協議会

夏の交通安全県民運動 月 日～ 月 日

年末年始交通安全県民運動 月 日～ 月 日

国交省 自賠責制度広報・啓発期間 月 日～ 月 日

防災

内閣府 防災とボランティア週間 月 日～ 月 日

総務省消防庁 春季全国火災予防運動 月 日～ 月 日

国交省 建築物防災週間 月 日～ 月 日

国交省 土砂災害防止月間 月 日～ 月 日

総務省消防庁 危険物安全週間 月第 週目

国交省 建築物防災週間 月 日～ 月 日

内閣府 防災週間 月 日～ 月 日

総務省消防庁 秋季全国火災予防運動 月 日～ 月 日

防犯

消費者庁 消費者月間 月 日～ 月 日

国交省 まちづくり月間 月 日～ 月 日

沖縄県 県麻薬・覚醒剤乱用防止運動 月 日～ 月 日

健康

（一社）日本生活
習慣病予防協会 全国生活習慣病予防月間 月 日～ 月 日

厚労省

女性の健康週間 月 日～ 月 日

自殺対策強化月間 月 日～ 月 日

禁煙週間 月 日～ 月 日

健康増進普及月間 月 日～ 月 日

職場の健康診断実施強化月間 月 日～ 月 日

自殺予防週間 月 日～ 月 日

全国労働衛生週間 月 日～ 月 日

過労死等防止啓発月間 月 日～ 月 日

職場のハラスメント撲滅月間 月 日～ 月 日
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付録 災害・事故年表
１．国内

出典： 「日本損害保険協会 昭和災害史（平成 年発刊）」、「気象庁 」より弊社作成

西暦 和暦 災害・事故
昭和 年 福井地震（Ｍ ）による大火（死亡 名）
昭和 年 「洞爺丸台風」青函連絡船洞爺丸が転覆、沈没（死亡 名）
昭和 年 「伊勢湾台風」（死亡 名、負傷 名、被災 戸）
昭和 年 「十勝沖地震」Ｍ （死亡 名）
昭和 年 全日空機が岩手県雫石町上空で自衛隊機と衝突、空中分解（死亡 名）
昭和 年 大阪市「千日デパートビル火災」（死亡 名、負傷 名）
昭和 年 熊本市「大洋デパート火災」（死亡 名、負傷 名）
昭和 年 山形県酒田市大火（死亡 名、負傷 名、 戸被災）
昭和 年 東名高速日本坂トンネル内で 台が玉突き衝突し炎上（自動車 台が焼失）
昭和 年 東京千代田区「ホテルニュージャパン火災」（死亡 名、負傷 名）
昭和 年 日本航空機が羽田空港で機長が故意に降下し水面衝突・大破（死亡 名、負傷 名）
昭和 年 日本航空機が操縦不能で群馬県御巣鷹尾根に衝突・炎上（死亡 名、負傷 名）
昭和 年 長野市で学生チャータースキーバスがダムに転落、水没（死亡 名、負傷 名）
昭和 年 潜水艦「なだしお」と衝突した遊漁船が沈没（死亡 名、救助 名）
平成元年 「平成元年東日本台風」大河川含む多数の氾濫（死亡 名、負傷 名、被災 戸）
平成 年 信楽高原鉄道列車正面衝突事故（死亡 名、負傷 名）
平成 年 雲仙普賢岳噴火（火砕流）（死亡 名、行方不明３名）
平成 年 「平成 年北海道南西沖地震（奥尻島の地震）」Ｍ （死亡 名）
平成 年 中華航空 便墜落事故（死亡 名）
平成 年 「阪神・淡路大震災」Ｍ （死亡 名）
平成 年 台風 号。九州、四国、中国地方に被害（激甚災害）
平成 年 三宅島噴火で全島避難
平成 年 「鳥取県西部地震」 最大震度 強
平成 年 新宿歌舞伎町ビル火災（死亡 名、負傷 名）
平成 年 明石花火大会歩道橋事故。「群衆雪崩」が発生（死亡 名、負傷 名）
平成 年 「十勝沖地震」 、最大余震
平成 年 「新潟県中越地震」Ｍ （死亡 名、負傷 名、被災 戸）
平成 年 福知山線脱線事故（死亡 人、負傷 人）
平成 年 「平成 年新潟中越沖地震」 最大震度 強（死亡 、負傷 名、被災 戸）
平成 年 浅間山噴火、桜島爆発的噴火
平成 年 三陸沖地震Ｍ 、最大震度 弱
平成 年 「東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）」Ｍ 、最大震度 （死亡 名、被災 戸）
平成 年 中央自動車道笹子トンネル天井版崩落事故
平成 年 台風 号による暴風・大雨による災害（西日本から東日本の広い範囲）
平成 年 御嶽山噴火（死亡 名）戦後最悪の火山災害
平成 年 「熊本地震」Ｍ （死亡 名、負傷 名、被災 戸）
平成 年 「平成 年 月九州北部豪雨」
平成 年 「北海道胆振東部地震」Ｍ 、最大震度 （死亡 名、負傷 名、道内全域停電 万戸）
平成 年 「平成 年 月豪雨」（西日本豪雨）（死亡 名、負傷 名）
平成 年 「平成 年北海道胆振東部地震」 、最大震度 （死亡 名、負傷 名、被災 戸）
令和元年 「令和元年房総半島台風」、「令和元年東日本台風」
令和 年 「令和 年 月豪雨」（熊本豪雨）西日本～東日本の長期間の大雨、磨川の氾濫、土砂災害
令和 年 熱海市の大雨・土石流による被害

・・・地震 ・・・火災 ・・・風水害 ・・・事故 ・・・噴火
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付録 災害・事故年表
２．県内

出典： 「琉球新報百二十年史」、「激動の半世紀 沖縄タイムス社 年史」、「日本損害保険協会 昭和災害史（平成 年発刊）」「沖縄県 」
より弊社作成

西暦 和暦 災害・事故
昭和 年 「宮古島台風」（台風サラ）宮古島で最大風速 ｍ （被災 戸）
昭和 年 「チリ地震津波」により沖縄各地で津波。羽地村で 人死亡。
昭和 年 米軍ジェット機が具志川村の民家に墜落（死亡 名、重症 名）
昭和 年 米軍輸送機が嘉手納村の民家に墜落（死亡 名、負傷 名）
昭和 年 貨客船「みどり丸」が那覇沖で荒天のため沈没（死亡 名）
昭和 年 那覇市樋川で火災（ 棟全半焼）
昭和 年 読谷村で米軍機から演習トレーラーが落下し少女が圧死。

昭和 年 「第 宮古島台風（コラ）」最大瞬間最大風速85.3ⅿ/s（死亡 名、負傷 名、被災 戸）
昭和 年 石川市で火災（ 世帯全焼）
昭和 年 「第 宮古島台風（デラ）」瞬間最大風速79.8ⅿ/s（被災 戸）
昭和 年 米軍 機が嘉手納基地で墜落、搭載していた爆弾が大爆発（負傷 名、被災 戸）
昭和 年 台風 号八重山を直撃。最大瞬間風速
昭和 年 那覇市前島のビル建設現場で大陥没事故
昭和 年 那覇市小禄で不発弾が爆発（死亡４名、負傷 名、被災 戸）
昭和 年 名護市羽地内海で釣り船が転覆（死亡 名）
昭和 年 那覇市与儀神里原で火災（ 棟全焼、 棟半焼）

昭和 年 右側通行から左側通行へ交通方法変更（ナナサンマル）
昭和 年 那覇市若狭の水上店舗で火災（ 棟全焼）

昭和 年 台風 号が竹富島直撃（全半壊 戸）
昭和 年 南西航空 が石垣空港でオーバーランし衝突・炎上（負傷 名）
昭和 年 平安座島の石油基地で陸揚げ用パイプが切れ原油（ ㎘）が海上流出
平成２年 救患空輸のための自衛隊機が宮古沖で消息を絶つ（行方不明 名）
平成２年 沖縄放送局がチャーターしたヘリが墜落（記者 名死亡）

平成３年 西表島で群発地震
平成 年 沖縄国際大学に米軍大型ヘリが墜落・炎上
平成 年 台風 号（マエミー）宮古島で
平成 年 中城村と首里で地滑り、住民避難

平成 年 那覇空港でチャイナエアライン機炎上、爆発
平成 年 糸満市で不発弾（ 爆弾）爆発、作業員他２名が重軽傷
平成 年 那覇市ガーブ川で局所豪雨による鉄砲水が発生、調査員 名が流される（死亡 名）
平成 年 沖縄本島近海で地震。糸満市震度 弱、南城市で津波 ㎝観測（負傷 名）

平成 年 台風 号、沖縄県で支払保険金 億円。年間で 個の台風が接近

平成 年 台風 号先島地方直撃。石垣島で最大瞬間風速 を記録

平成 年 台風 号、与那国島で瞬間最大風速 ｍ ｓ

平成 年 台風 号、 名重軽傷。県内保険金支払い 億円で過去最大

令和元年 首里城正殿、北殿、南殿が炎上、焼失

令和 年 月に発生した小笠原諸島・福徳岡ノ場の海底火山噴火により軽石が沖縄周辺に漂着

・・・地震 ・・・火災 ・・・風水害 ・・・事故 ・・・交通
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〒 沖縄県那覇市久茂地 丁目 番 号
大同火災海上保険株式会社

業務部あんしん・あんぜん企画推進課




